
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
九
十
七
号

船
舶
区
画
規
程

船
舶
区
画
規
程
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

目
次第

一
編
　
総
則
（
第
一
条―

第
十
条
の
四
）

第
二
編
　
旅
客
船
に
関
す
る
規
定

第
一
章
　
総
則

第
一
節
　
通
則
（
第
十
条
の
五
）

第
二
節
　
区
画
満
載
喫
水
線
（
第
十
一
条―

第
二

十
七
条
）

第
二
章
　
区
画
に
関
す
る
特
別
条
件
（
第
二
十
八
条

―

第
三
十
九
条
）

第
三
章
　
損
傷
時
の
復
原
性
（
第
四
十
条―

第
四
十

六
条
）

第
四
章
　
内
部
に
お
け
る
開
口
（
第
四
十
七
条―

第

五
十
六
条
）

第
五
章
　
暴
露
部
に
お
け
る
開
口
（
第
五
十
七
条―

第
六
十
四
条
の
三
）

第
六
章
　
二
重
底
等
（
第
六
十
五
条―

第
六
十
八

条
）

第
七
章
　
水
密
隔
壁
等
の
構
造
（
第
六
十
九
条―

第

七
十
四
条
）

第

八

章

　

ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅
客
船
に
対

す
る
特
別
規
定
（
第
七
十
五
条
・
第
七
十

六
条
）

第
九
章
　
ビ
ル
ジ
排
水
装
置
（
第
七
十
七
条―

第
百

条
）

第
十
章
　
損
傷
制
御
図
及
び
復
原
性
計
算
機
等
（
第

百
一
条
・
第
百
二
条
）

第
三
編
　
貨
物
船
に
関
す
る
規
定

第
一
章
　
総
則
（
第
百
二
条
の
二
・
第
百
二
条
の

三
）

第
二
章
　
区
画
に
関
す
る
特
別
条
件
（
第
百
二
条
の

四―

第
百
二
条
の
六
）

第
三
章
　
損
傷
時
の
復
原
性
（
第
百
二
条
の
七―

第

百
二
条
の
九
の
二
）

第
四
章
　
内
部
に
お
け
る
開
口
（
第
百
二
条
の
十―

第
百
二
条
の
十
二
の
二
）

第
五
章
　
暴
露
部
に
お
け
る
開
口
（
第
百
二
条
の
十

三―

第
百
二
条
の
十
五
）

第
六
章
　
二
重
底
等
（
第
百
二
条
の
十
六
）

第
七
章
　
水
密
隔
壁
等
の
構
造
（
第
百
二
条
の
十

七
）

第
八
章
　
ビ
ル
ジ
排
水
装
置
（
第
百
二
条
の
十
八―

第
百
二
条
の
二
十
一
）

第
九
章
　
損
傷
制
御
図
（
第
百
二
条
の
二
十
二
）

第
四
編
　
タ
ン
カ
ー
に
関
す
る
規
定

第
一
章
　
総
則
（
第
百
三
条
）

第
二
章
　
損
傷
時
の
復
原
性
（
第
百
四
条―

第
百
十

一
条
）

第
三
章
　
雑
則
（
第
百
十
二
条
）

第
五
編
　
漁
船
に
関
す
る
規
定

第
一
章
　
総
則
（
第
百
十
二
条
の
二
）

第
二
章
　
雑
則
（
第
百
十
二
条
の
三
）

第
六
編
　
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
特
別
規
定
（
第

百
十
三
条―

第
百
十
六
条
）

附
則第

一
編
　
総
則

（
総
ト
ン
数
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
総
ト
ン

数
は
、
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
運
輸

省
令
第
四
十
一
号
）
第
六
十
六
条
の
二
の
総
ト
ン
数
と

す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
貨
物
船
」
と
は
、
旅
客

船
、
タ
ン
カ
ー
（
ば
ら
積
み
の
固
体
貨
物
の
輸
送
の
た

め
の
構
造
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
漁
船
以
外

の
船
舶
を
い
う
。

２
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
タ
ン
カ
ー
」
と
は
、
そ
の
貨

物
倉
の
大
部
分
が
ば
ら
積
み
の
液
体
貨
物
の
輸
送
の
た

め
の
構
造
を
有
す
る
船
舶
（
専
ら
ば
ら
積
み
の
油
（
海

洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
条
第
二
号
に

規
定
す
る
油
を
い
う
。
第
六
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

以
外
の
貨
物
の
輸
送
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）

を
い
う
。

３
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
漁
船
」
と
は
、
船
舶
安
全
法

施
行
規
則
第
一
条
第
二
項
第
一
号
の
船
舶
を
い
う
。

４
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
」
と
は
、

主
と
し
て
貨
物
（
液
体
貨
物
を
除
く
。
）
を
ば
ら
積
み

し
て
運
送
す
る
総
ト
ン
数
五
百
ト
ン
以
上
の
貨
物
船
又

は
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。
た
だ
し
、
国
際
航
海
（
船
舶
安

全
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
の
国
際
航
海
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
従
事
し
な
い
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
遠

洋
区
域
又
は
近
海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
も
の
（
船

舶
救
命
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省
令
第
三
十
六

号
）
第
一
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
限
定
近
海
船
を

除
く
。
）
に
限
る
。

５
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ

旅
客
船
」
と
は
、
船
舶
設
備
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省

令
第
六
号
）
第
二
条
第
四
項
の
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル

オ
フ
旅
客
船
を
い
う
。

６
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
極
海
域
航
行
船
」
と
は
、
船

舶
設
備
規
程
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
極
海
域
航
行

船
で
あ
つ
て
、
極
海
域
（
同
項
に
規
定
す
る
極
海
域
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
厚
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル

以
上
の
海
氷
が
あ
る
海
域
を
航
行
す
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
た
も
の
を
い
う
。

７
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
隔
壁
甲
板
」
と
は
、
横
置
水

密
隔
壁
（
以
下
「
横
置
隔
壁
」
と
い
う
。
）
の
上
端
及

び
外
板
に
接
す
る
甲
板
を
い
う
。

８
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
は
、
満
載
喫

水
線
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
運
輸
省
令
第
三
十
三
号
）

第
二
条
第
一
項
の
乾

げ
ん舷

甲
板
を
い
う
。

９
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
船
首
垂
線
」
と
は
、
満
載
喫

水
線
規
則
第
五
条
の
船
首
垂
線
を
い
う
。

10
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
船
の
長
さ
」
と
は
、
満
載
喫

水
線
規
則
第
四
条
の
船
の
長
さ
を
い
う
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
船
の
長
さ
は
Ｌ
ｆ
で
示
す
も
の
と
し
、
そ
の

単
位
は
、
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

11
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
長

さ
」
と
は
、
最
高
区
画
喫
水
に
お
い
て
垂
直
方
向
の
浸

水
範
囲
を
制
限
す
る
甲
板
よ
り
下
方
の
船
体
の
前
端
と

後
端
の
間
の
型
長
さ
を
い
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

区
画
に
つ
い
て
の
船
の
長
さ
は
Ｌ
ｓ
で
示
す
も
の
と

し
、
そ
の
単
位
は
、
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

12
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
」

と
は
、
最
高
区
画
喫
水
又
は
そ
の
下
方
に
お
け
る
相
対

す
る
フ
レ
ー
ム
の
外
面
間
の
最
大
幅
を
い
う
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
は
Ｂ
ｓ
で
示

す
も
の
と
し
、
そ
の
単
位
は
、
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

13
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
最
高
区
画
喫
水
」
と
は
、
満

載
喫
水
線
規
則
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
夏
期
満
載
喫

水
線
（
同
令
第
六
十
五
条
の
二
（
同
令
第
六
十
六
条
の

規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る

海
水
満
載
喫
水
線
を
有
す
る
船
舶
に
あ
つ
て
は
当
該
海

水
満
載
喫
水
線
、
夏
期
満
載
喫
水
線
及
び
海
水
満
載
喫

水
線
を
有
し
な
い
船
舶
に
あ
つ
て
は
計
画
満
載
喫
水

線
）
に
お
け
る
喫
水
を
い
う
。

14
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
軽
荷
航
海
喫
水
」
と
は
、
航

海
状
態
に
お
け
る
最
も
浅
い
喫
水
を
い
う
。

15
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
部
分
区
画
喫
水
」
と
は
、
軽

荷
航
海
喫
水
に
軽
荷
航
海
喫
水
と
最
高
区
画
喫
水
と
の

差
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
え
た
喫
水
を
い
う
。

16
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
キ
ー
ル
線
」
と
は
、
船
の
長

さ
の
中
央
に
お
い
て
、
船
体
中
心
線
に
お
け
る
キ
ー
ル

の
上
面
を
通
り
、
キ
ー
ル
の
傾
斜
に
平
行
な
線
を
い

う
。

17
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
喫
水
」
と
は
、
船
の
長
さ
の

中
央
に
お
け
る
キ
ー
ル
線
か
ら
喫
水
線
ま
で
の
垂
直
距

離
を
い
う
。

18
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
機
関
室
区
域
」
と
は
、
主
機

関
並
び
に
推
進
の
用
に
供
す
る
補
助
機
関
、
ボ
イ
ラ
ー

及
び
電
動
機
（
以
下
「
補
助
機
関
等
」
と
い
う
。
）
が

設
備
さ
れ
て
い
る
場
所
を
限
つ
て
い
る
水
密
区
画
を
い

う
。
た
だ
し
、
主
機
関
又
は
補
助
機
関
等
の
配
置
が
通

常
の
も
の
と
異
な
つ
て
い
る
船
舶
の
機
関
室
区
域
は
、

管
海
官
庁
の
承
認
を
得
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

19
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
旅
客
室
」
と
は
、
手
荷
物

室
、
貯
蔵
品
庫
及
び
食
料
品
庫
以
外
の
旅
客
の
居
住
又

は
使
用
に
充
て
る
場
所
を
い
う
。

20
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
船
員
等
室
」
と
は
、
手
荷
物

室
、
貯
蔵
品
庫
及
び
食
料
品
庫
以
外
の
船
員
等
（
旅
客

以
外
の
乗
船
者
を
い
う
。
）
の
居
住
又
は
使
用
に
充
て

る
場
所
を
い
う
。

21
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
浸
水
率
」
と
は
、
あ
る
場
所

の
う
ち
水
が
占
め
る
こ
と
が
で
き
る
容
積
と
そ
の
場
所

の
全
容
積
と
の
百
分
率
を
い
う
。

22
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
最
大
氷
海
喫
水
線
」
と
は
、

極
海
域
を
航
行
す
る
場
合
の
航
海
状
態
の
う
ち
、
船
首

材
の
前
端
に
お
い
て
最
大
喫
水
と
な
る
状
態
に
お
け
る

喫
水
線
上
の
船
首
材
の
前
端
の
点
と
船
尾
外
板
の
後
端

面
に
お
い
て
最
大
喫
水
と
な
る
状
態
に
お
け
る
喫
水
線

上
の
船
尾
外
板
の
後
端
面
の
点
を
結
ん
だ
線
を
い
う
。

23
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
最
大
氷
海
喫
水
」
と
は
、
キ

ー
ル
線
か
ら
最
大
氷
海
喫
水
線
ま
で
の
垂
直
距
離
を
い

う
。

24
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
最
大
氷
海
喫
水
線
長
さ
」
と

は
、
最
大
氷
海
喫
水
線
の
全
長
を
い
う
。

第
三
条
か
ら
第
八
条
ま
で
　
削
除

（
あ
る
場
所
の
容
積
）

第
九
条
　
こ
の
省
令
で
「
あ
る
場
所
の
容
積
」
は
、
外
板

又
は
隔
壁
板
の
モ
ー
ル
デ
ツ
ド
・
ラ
イ
ン
ま
で
計
算
す

る
も
の
と
す
る
。

２
　
容
積
の
単
位
は
、
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

（
用
途
の
標
準
数
）

第
十
条
　
船
舶
の
用
途
の
標
準
数
（
以
下
「
標
準
数
」
と

い
う
。
）
は
、
次
の
算
式
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｐ１
が
Ｐ
よ
り
大
き
い
と
き

７
２
（
（
Ｍ
＋
２
Ｐ
１

）
／
（
Ｖ
＋
Ｐ１－

Ｐ
）
）

Ｐ１
が
Ｐ
よ
り
大
き
く
な
い
と
き

７
２
（
（
Ｍ
＋
２
Ｐ
）
／
Ｖ
）

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｍ
は
、
隔
壁
甲
板
下
に
あ
る
機
関
室
区
域
の
容
積
。

た
だ
し
、
機
関
室
区
域
の
前
方
及
び
後
方
に
お
い
て

1



二
重
底
の
内
底
板
の
上
方
に
常
設
燃
料
タ
ン
ク
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
容
積
を
こ
れ
に
加
え
た
も
の
。

Ｐ
は
、
隔
壁
甲
板
下
に
あ
る
旅
客
室
及
び
船
員
等
室

の
容
積

Ｐ１
は
、
次
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
仮
想
容
積

Ｖ
は
、
隔
壁
甲
板
下
の
全
容
積

２
　
仮
想
容
積
Ｐ１
は
、
次
の
算
式
で
定
め
る
も
の
と
す

る
。Ｐ１＝

Ｋ
Ｎ
ｐ

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｎ
ｐ
は
、
旅
客
定
員

Ｋ
は
、
０
．
０
５
６
Ｌ
ｓ
（
立
方
メ
ー
ト
ル
）

３
　
前
項
の
算
式
の
Ｋ
Ｎ
ｐ
の
値
が
、
Ｐ
及
び
隔
壁
甲
板

よ
り
上
方
に
あ
る
旅
客
室
の
容
積
の
和
よ
り
大
き
い
と

き
は
、
こ
の
和
及
び
Ｋ
Ｎ
ｐ
の
三
分
の
二
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
大
き
い
も
の
を
Ｐ１
と
す
る
。

（
同
等
効
力
）

第
十
条
の
二
　
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
し
な
い
区
画
配

置
又
は
設
備
で
あ
つ
て
管
海
官
庁
が
こ
の
省
令
の
規
定

に
適
合
す
る
も
の
と
同
等
以
上
の
効
力
を
有
す
る
と
認

め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

（
特
殊
な
船
舶
）

第
十
条
の
三
　
潜
水
船
そ
の
他
管
海
官
庁
が
こ
の
省
令
の

規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
そ
の
構
造
上
困
難
で
あ
る
と

認
め
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

（
適
用
の
特
例
）

第
十
条
の
四
　
国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
で
あ
つ
て
沿

海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
管
海

官
庁
が
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
こ
の

省
令
の
規
定
の
う
ち
国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
に
関

す
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
船
舶
に
対
す
る
こ
の
省
令

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
舶
の
構
造
、
航

海
の
態
様
等
を
考
慮
し
て
管
海
官
庁
が
差
し
支
え
な
い

と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
規
定
を
適
用
せ
ず
、
又
は

そ
の
適
用
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

３
　
極
海
域
航
行
船
で
あ
つ
て
公
用
に
供
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
管
海
官
庁
が
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合

に
限
り
、
こ
の
省
令
の
規
定
の
う
ち
極
海
域
航
行
船
に

関
す
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
編
　
旅
客
船
に
関
す
る
規
定

第
一
章
　
総
則

第
一
節
　
通
則

（
適
用
）

第
十
条
の
五
　
こ
の
編
の
規
定
は
、
旅
客
船
に
適
用
す

る
。
た
だ
し
、
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
旅
客
船
に
あ

つ
て
は
、
次
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
節
　
区
画
満
載
喫
水
線

（
標
示
方
法
）

第
十
一
条
　
区
画
満
載
喫
水
線
は
、
満
載
喫
水
線
規
則
別

表
第
二
の
満
載
喫
水
線
標
識
の
前
方
に
お
け
る
垂
直
線

の
後
縁
か
ら
後
方
に
向
う
長
さ
二
三
〇
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
幅
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
水
平
線
の
上
縁
で
標
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
区
画
満
載
きヽ
つヽ
水
線
は
、
満
載
喫
水
線
規
則
に
よ
る

海
水
に
お
け
る
最
高
満
載
きヽ
つヽ
水
線
よ
り
上
方
に
あ
る

と
き
は
、
そ
の
最
高
満
載
きヽ
つヽ
水
線
の
位
置
に
標
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
旅
客
の
主
た
る
搭
載
状
態
に
対
応
す
る
区
画
満
載
喫

水
線
に
は
Ｐ
１
の
記
号
を
、
そ
の
他
の
搭
載
状
態
に
対

応
す
る
も
の
に
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｐ
２
、
Ｐ
３
等
の
記
号
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
区
画
満
載
きヽ
つヽ
水
線
は
、
両
船
側
の
外
板
に
点
刻
す

る
等
恒
久
的
な
方
法
で
標
示
し
、
か
つ
、
識
別
し
や
す

い
色
で
描
く
も
の
と
す
る
。

（
標
示
位
置
の
決
定
）

第
十
二
条
　
区
画
満
載
喫
水
線
の
標
示
の
位
置
は
、
区
画

配
置
に
つ
い
て
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
に
適
合
す

る
区
画
満
載
喫
水
線
の
位
置
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
構
造
及
び
設
備
は
、
第
四
章
か
ら
第
九
章
ま
で
の

規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
淡
水
に
お
け
る
区
画
満
載
きヽ
つヽ
水
線
）

第
十
三
条
　
船
舶
が
淡
水
に
あ
る
と
き
の
区
画
満
載
きヽ
つヽ

水
線
は
、
旅
客
の
搭
載
状
態
に
対
応
す
る
区
画
満
載
きヽ

つヽ
水
線
の
上
方
の
満
載
喫
水
線
規
則
第
四
十
二
条
に
規

定
す
る
値
に
等
し
い
箇
所
に
標
示
し
て
あ
る
も
の
と
み

な
す
。

第
十
四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
　
削
除

第
二
章
　
区
画
に
関
す
る
特
別
条
件

（
船
首
隔
壁
等
）

第
二
十
八
条
　
船
首
隔
壁
は
、
隔
壁
甲
板
ま
で
達
す
る
も

の
と
し
、
船
首
垂
線
（
球
状
船
首
そ
の
他
の
特
殊
な
形

状
の
船
首
を
有
す
る
旅
客
船
に
あ
つ
て
は
、
管
海
官
庁

が
適
当
と
認
め
る
垂
線
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
か
ら
船
の
長
さ
の
百
分
の
五
（
当
該
距
離
が
一

〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
〇
メ
ー

ト
ル
）
後
方
の
箇
所
と
船
首
垂
線
か
ら
次
に
掲
げ
る
距

離
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
距
離
の
箇
所
と
の
間
に
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
船
の
長
さ
の
百
分
の
五
に
三
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た

距
離

二
　
船
の
長
さ
の
百
分
の
八

２
　
船
首
隔
壁
は
、
前
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ

か
、
損
傷
を
受
け
、
船
首
隔
壁
よ
り
前
方
の
す
べ
て
の

水
密
区
画
群
（
一
又
は
二
以
上
の
隣
接
す
る
水
密
区
画

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
浸
水
し
た
場
合
に
お
い
て
、

第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
Ｓ
ｉ
が
一
と
な
る
範
囲

に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
船
首
部
に
長
い
船
楼
を
有
す
る
旅
客
船
に
あ
つ
て

は
、
第
一
項
の
船
首
隔
壁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

箇
所
の
範
囲
に
お
い
て
、
隔
壁
甲
板
及
び
そ
の
直
上
の

甲
板
の
間
に
横
方
向
の
隔
壁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
バ
ウ
・
ド
ア
又
は
ラ
ン
プ
を
有
す
る
旅
客
船
に
あ
つ

て
は
、
前
項
の
隔
壁
は
、
バ
ウ
・
ド
ア
又
は
ラ
ン
プ
が

損
傷
し
た
場
合
に
当
該
バ
ウ
・
ド
ア
又
は
ラ
ン
プ
に
よ

り
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
隔
壁
並
び
に
当
該
隔

壁
及
び
船
首
隔
壁
の
間
の
隔
壁
甲
板
の
部
分
は
、
風
雨

密
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
船
首
隔
壁
に
階
段
部
又
は
屈
折
部
を
設
け
る
場
合
に

は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
範
囲
内
に
こ
れ
を
設
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
　
削
除

（
機
関
室
隔
壁
）

第
三
十
七
条
　
機
関
室
隔
壁
は
、
隔
壁
甲
板
ま
で
達
す
る

も
の
と
し
、
機
関
室
区
域
の
前
端
及
び
後
端
の
位
置
に

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
船
尾
隔
壁
）

第
三
十
八
条
　
船
尾
隔
壁
は
、
隔
壁
甲
板
ま
で
達
す
る
も

の
と
し
、
プ
ロ
ペ
ラ
孔
よ
り
も
船
首
方
向
の
い
ず
れ
か

の
位
置
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
区
画

に
よ
る
船
舶
の
安
全
性
を
減
少
し
な
い
限
度
に
お
い
て

隔
壁
甲
板
の
下
方
に
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
船
尾
管
等
の
設
置
の
場
所
）

第
三
十
九
条
　
船
尾
管
を
設
け
る
場
所
は
、
適
当
な
容
積

を
有
し
、
且
つ
、
水
密
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
船
尾
管
パ
ッ
キ
ン
押
え
を
設
け
る
場
所
は
、
前
項
の

場
所
と
仕
切
ら
れ
て
い
る
水
密
な
軸
路
そ
の
他
の
場
所

で
、
船
尾
パ
ッ
キ
ン
押
え
か
ら
浸
水
す
る
場
合
に
お
い

て
も
船
舶
が
隔
壁
甲
板
を
超
え
て
沈
下
す
る
こ
と
が
な

い
程
度
の
容
積
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
浸
水
時
に
安
全
帰
港
す
る
た
め
の
措
置
）

第
三
十
九
条
の
二
　
国
際
航
海
に
従
事
す
る
旅
客
船
で
あ

つ
て
、
三
以
上
の
主
垂
直
区
域
（
船
舶
防
火
構
造
規
則

（
昭
和
五
十
五
年
運
輸
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
十

号
の
主
垂
直
区
域
を
い
う
。
第
七
十
八
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
有
す
る
も
の
又
は
船
の
長
さ
が
一
二
〇
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も
の
の
水
密
区
画
は
、
い
ず
れ
か
一
の
水

密
区
画
が
浸
水
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
水
密
区

画
以
外
の
場
所
に
お
い
て
、
告
示
で
定
め
る
装
置
等
が

作
動
し
、
か
つ
、
告
示
で
定
め
る
船
内
の
場
所
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

適
当
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
章
　
損
傷
時
の
復
原
性

（
区
画
指
数
）

第
四
十
条
　
旅
客
船
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る

よ
う
な
区
画
配
置
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
四
項
に
定
め
る
到
達
区
画
指
数
が
、
次
の
イ
か

ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
船
舶
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
算
式
に
よ
り
算
定

し
た
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
最
大
搭
載
人
員
が
四
百
人
未
満
の
旅
客
船
　
Ｒ

＝

０
．
７
２
２

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｒ
は
、
要
求
区
画
指
数

ロ
　
最
大
搭
載
人
員
が
四
百
人
以
上
千
三
百
五
十
人

以
下
の
旅
客
船

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｒ
は
、
要
求
区
画
指
数

Ｎ
は
、
当
該
船
舶
の
最
大
搭
載
人
員

ハ
　
最
大
搭
載
人
員
が
千
三
百
五
十
人
を
超
え
六
千

人
以
下
の
旅
客
船

Ｒ＝

０
．
０
３
６
９×

ｌ
ｎ
（
Ｎ
＋
８
９
．
０
４

８
）
＋
０
．
５
７
９

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｒ
は
、
要
求
区
画
指
数

Ｎ
は
、
当
該
船
舶
の
最
大
搭
載
人
員

ニ
　
最
大
搭
載
人
員
が
六
千
人
を
超
え
る
旅
客
船

2



こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｒ
は
、
要
求
区
画
指
数

Ｎ
は
、
当
該
船
舶
の
最
大
搭
載
人
員

二
　
第
二
項
に
定
め
る
部
分
区
画
指
数
が
次
の
算
式
で

定
め
る
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

０
．
９
Ｒ

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｒ
は
、
前
号
の
算
式
に
よ
る
値

２
　
部
分
区
画
指
数
は
、
最
高
区
画
喫
水
、
部
分
区
画
喫

水
及
び
軽
荷
航
海
喫
水
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
算

式
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

Σ

Ｐ
ｉ
Ｓ
ｉ

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｐ
ｉ
は
、
船
舶
が
水
密
区
画
群
に
一
の
船
側
損
傷
を

受
け
る
確
率

Ｓ
ｉ
は
、
船
舶
が
Ｐ
ｉ
の
算
定
に
当
た
つ
て
想
定
し

た
損
傷
を
受
け
、
浸
水
し
た
場
合
に
お
い
て
、
船
舶

が
残
存
す
る
確
率

３
　
前
項
の
確
率
は
、
統
計
に
基
づ
い
た
計
算
方
法
で
あ

つ
て
管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
よ
り
算
定
し

た
値
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
到
達
区
画
指
数
は
、
次
の
算
式
で
定
め
る
も
の
と
す

る
。０

．
４
Ａ
ｓ
＋
０
．
４
Ａ
ｐ
＋
０
．
２
Ａ
ｌ

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ａ
ｓ
は
、
第
二
項
で
計
算
さ
れ
た
最
高
区
画
喫
水
に

対
す
る
部
分
区
画
指
数

Ａ
ｐ
は
、
第
二
項
で
計
算
さ
れ
た
部
分
区
画
喫
水
に

対
す
る
部
分
区
画
指
数

Ａ
ｌ
は
、
第
二
項
で
計
算
さ
れ
た
軽
荷
航
海
喫
水
に

対
す
る
部
分
区
画
指
数

（
最
大
搭
載
人
員
が
四
百
人
以
上
の
旅
客
船
の
損
傷
時

の
復
原
性
）

第
四
十
一
条
　
最
大
搭
載
人
員
が
四
百
人
以
上
の
旅
客
船

は
、
前
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
損
傷
を
受

け
、
船
首
垂
線
か
ら
船
の
長
さ
の
百
分
の
八
後
方
の
箇

所
よ
り
前
方
の
す
べ
て
の
水
密
区
画
群
に
浸
水
し
た
場

合
に
お
い
て
、
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
Ｓ
ｉ
が

一
と
な
る
よ
う
な
区
画
配
置
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
最
大
搭
載
人
員
が
三
十
六
人
以
上
の
旅
客
船
の
損
傷

時
の
復
原
性
）

第
四
十
二
条
　
最
大
搭
載
人
員
が
三
十
六
人
以
上
の
旅
客

船
は
、
第
四
十
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
第

四
十
四
条
（
第
一
項
第
四
号
及
び
第
三
項
第
三
号
を
除

く
。
）
に
規
定
す
る
損
傷
を
受
け
、
浸
水
し
た
場
合
に

お
い
て
、
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
Ｓ
ｉ
が
〇
・

九
以
上
と
な
る
よ
う
な
区
画
配
置
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
極
海
域
航
行
旅
客
船
の
損
傷
時
の
復
原
性
）

第
四
十
二
条
の
二
　
極
海
域
航
行
船
で
あ
つ
て
旅
客
船
で

あ
る
も
の
（
以
下
「
極
海
域
航
行
旅
客
船
」
と
い
う
。
）

は
、
第
四
十
四
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
及
び
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

に
規
定
す
る
損
傷
を
受
け
、
浸
水
し
た
場
合
に
お
い

て
、
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
Ｓ
ｉ
が
一
と
な
る

よ
う
な
区
画
配
置
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
浸
水
区
画
の
浸
水
率
）

第
四
十
三
条
　
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
の
浸
水
率
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
種
類
の
喫
水
ご
と
に
、
当
該
喫
水
に

つ
い
て
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
最
高
区
画
喫
水
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る

区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
浸

水
率

イ
　
液
体
以
外
の
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
　
七
〇

ロ
　
コ
ン
テ
ナ
を
積
載
す
る
場
所
　
七
〇

ハ
　
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
貨
物
を
積
載
す
る

場
所
　
九
〇

ニ
　
液
体
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
　
七
〇

二
　
部
分
区
画
喫
水
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る

区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
浸

水
率

イ
　
液
体
以
外
の
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
　
八
〇

ロ
　
コ
ン
テ
ナ
を
積
載
す
る
場
所
　
八
〇

ハ
　
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
貨
物
を
積
載
す
る

場
所
　
九
〇

ニ
　
液
体
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
　
八
〇

三
　
軽
荷
航
海
喫
水
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る

区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
浸

水
率

イ
　
液
体
以
外
の
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
　
九
五

ロ
　
コ
ン
テ
ナ
を
積
載
す
る
場
所
　
九
五

ハ
　
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
貨
物
を
積
載
す
る

場
所
　
九
五

ニ
　
液
体
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
　
九
五

２
　
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
以
外
の
場
所
の
浸
水
率
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
貯
蔵
品
を
積
載
す
る
場
所
　
六
〇

二
　
居
住
に
充
て
る
場
所
　
九
五

三
　
機
関
に
充
て
る
場
所
　
八
五

四
　
空
所
　
九
五

五
　
液
体
を
入
れ
る
場
所
　
〇
又
は
九
五
の
う
ち
復
原

性
を
悪
く
す
る
方
の
値

３
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
浸
水
区
画
の
浸
水

率
は
、
精
密
な
計
算
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
損
傷
範
囲
の
想
定
）

第
四
十
四
条
　
想
定
す
る
損
傷
の
最
小
範
囲
は
、
次
に
掲

げ
る
船
舶
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
最
大
搭
載
人
員
が
四
百
人
以
上
の
旅
客
船

イ
　
縦
方
向
の
範
囲
　
船
の
長
さ
の
百
分
の
三
又
は

三
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
長
さ

ロ
　
横
方
向
の
範
囲
　
最
高
区
画
喫
水
の
水
平
面
に

お
い
て
外
板
か
ら
船
体
中
心
線
に
直
角
に
測
つ
た

距
離
が
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
の
百
分
の
十
又

は
〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い

も
の
に
等
し
い
箇
所
ま
で

ハ
　
垂
直
方
向
の
範
囲
　
型
基
線
か
ら
最
高
区
画
喫

水
の
上
方
一
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で

二
　
最
大
搭
載
人
員
が
三
十
六
人
を
超
え
四
百
人
未
満

の
旅
客
船

イ
　
縦
方
向
の
範
囲
　
船
の
長
さ
の
百
分
の
一
・
五

に
次
の
算
式
で
算
定
し
た
値
を
加
え
た
長
さ
又
は

三
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
も
の

（
メ
ー
ト
ル
）

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｎ
は
、
当
該
船
舶
の
最
大
搭
載
人
員

ロ
　
横
方
向
の
範
囲
　
最
高
区
画
喫
水
の
水
平
面
に

お
い
て
外
板
か
ら
船
体
中
心
線
に
直
角
に
測
つ
た

距
離
が
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
の
百
分
の
五
に

次
の
算
式
で
算
定
し
た
値
を
加
え
た
も
の
又
は

〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
も

の
に
等
し
い
箇
所
ま
で

（
（
０
．
０
５
０
Ｂ
ｓ
（
Ｎ－

３
６
）
）
／
３
６
４
）

（
メ
ー
ト
ル
）

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｎ
は
、
当
該
船
舶
の
最
大
搭
載
人
員

ハ
　
垂
直
方
向
の
範
囲
　
型
基
線
か
ら
最
高
区
画
喫

水
の
上
方
一
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で

三
　
最
大
搭
載
人
員
が
三
十
六
人
の
旅
客
船

イ
　
縦
方
向
の
範
囲
　
船
の
長
さ
の
百
分
の
一
・
五

又
は
三
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
長
さ

ロ
　
横
方
向
の
範
囲
　
最
高
区
画
喫
水
の
水
平
面
に

お
い
て
外
板
か
ら
船
体
中
心
線
に
直
角
に
測
つ
た

距
離
が
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
の
百
分
の
五
又

は
〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い

も
の
に
等
し
い
箇
所
ま
で

ハ
　
垂
直
方
向
の
範
囲
　
型
基
線
か
ら
最
高
区
画
喫

水
の
上
方
一
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で

四
　
極
海
域
航
行
旅
客
船

イ
　
縦
方
向
の
範
囲
　
最
大
氷
海
喫
水
線
長
さ
の
百

分
の
四
・
五
（
最
大
氷
海
喫
水
の
水
平
面
に
お
け

る
船
体
の
最
広
部
の
船
体
横
断
面
か
ら
船
尾
方
向

の
損
傷
に
あ
つ
て
は
、
最
大
氷
海
喫
水
線
長
さ
の

百
分
の
一
・
五
）
の
長
さ

ロ
　
横
方
向
の
範
囲
　
外
板
か
ら
直
角
に
測
つ
た
距

離
が
〇
・
七
六
メ
ー
ト
ル
に
等
し
い
箇
所
ま
で

ハ
　
垂
直
方
向
の
範
囲
　
イ
に
掲
げ
る
長
さ
又
は
最

大
氷
海
喫
水
の
百
分
の
二
十
の
う
ち
い
ず
れ
か
小

さ
い
長
さ

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
よ
り
も
小
さ
い
範
囲
の
損

傷
に
よ
り
、
船
舶
の
傾
斜
が
前
項
の
損
傷
範
囲
に
お
け

る
よ
り
大
き
い
か
又
は
メ
タ
セ
ン
タ
ー
高
さ
が
減
少
す

る
場
合
は
、
当
該
損
傷
範
囲
を
想
定
す
る
も
の
と
す

る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
傷
は
、
次
に
掲
げ
る
船
舶

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
箇
所

に
発
生
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
最
大
搭
載
人
員
が
四
百
人
以
上
の
旅
客
船
に
あ
つ

て
は
、
船
側
外
板
に
沿
つ
た
全
て
の
位
置

二
　
最
大
搭
載
人
員
が
三
十
六
人
以
上
四
百
人
未
満
の

旅
客
船
に
あ
つ
て
は
、
船
側
外
板
に
沿
つ
た
隣
接
す

る
二
個
の
横
置
隔
壁
間
の
位
置
。
た
だ
し
、
隣
接
す

る
二
個
の
横
置
隔
壁
間
の
距
離
が
当
該
船
舶
に
係
る

第
一
項
第
二
号
イ
又
は
同
項
第
三
号
イ
の
縦
方
向
の

範
囲
よ
り
小
さ
い
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
二
個
の
隔
壁

の
う
ち
い
ず
れ
か
一
個
は
な
い
も
の
と
み
な
す
。

三
　
極
海
域
航
行
旅
客
船
に
あ
つ
て
は
、
キ
ー
ル
線
か

ら
最
大
氷
海
喫
水
の
百
分
の
百
二
十
ま
で
の
外
板
に

沿
つ
た
全
て
の
位
置

（
非
対
称
の
浸
水
）

第
四
十
五
条
　
非
対
称
の
浸
水
は
、
で
き
る
限
り
少
な
く

な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
非
対
称
の
浸
水
に
よ
る
大
角
度
の
横
傾
斜
を
修
正
す

る
装
置
は
、
で
き
る
限
り
自
動
的
に
作
動
す
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
、
管
海
官
庁
の
適
当
と
認
め
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
損
傷
時
の
復
原
性
の
計
算
）

第
四
十
六
条
　
損
傷
時
の
復
原
性
の
計
算
は
、
区
画
の
配

置
及
び
形
状
を
考
慮
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3



第
四
章
　
内
部
に
お
け
る
開
口

（
通
則
）

第
四
十
七
条
　
水
密
隔
壁
（
以
下
「
隔
壁
」
と
い
う
。
）

及
び
水
密
甲
板
に
設
け
る
開
口
の
数
は
、
で
き
る
限
り

少
な
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
開
口
に
は
、
こ
れ
を
水
密
に
閉
じ
る
た
め
に

適
当
な
装
置
（
以
下
「
水
密
閉
鎖
装
置
」
と
い
う
。
）

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
隔
壁
及
び
水
密
甲
板

を
貫
通
し
て
管
、
電
線
等
を
設
け
る
と
き
は
、
当
該
貫

通
部
を
水
密
に
保
つ
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
鉛
そ
の
他
の
熱
に
弱
い
材
料
は
、
隔
壁
及
び
水
密
甲

板
を
貫
通
す
る
装
置
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
開
口
の
禁
止
）

第
四
十
八
条
　
管
系
に
係
ら
な
い
弁
又
は
コ
ッ
ク
は
、
隔

壁
甲
板
下
の
隔
壁
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
で
隣
接
す
る
も
の
を
仕
切
る

横
置
隔
壁
の
隔
壁
甲
板
下
の
部
分
に
は
、
第
五
十
一
条

第
一
項
第
一
号
の
水
密
戸
を
設
け
る
場
合
を
除
き
、
人

孔
又
は
出
入
口
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

（
船
首
隔
壁
に
お
け
る
開
口
）

第
四
十
九
条
　
船
首
隔
壁
に
は
、
人
孔
、
出
入
口
そ
の
他

の
開
口
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
船
首
タ
ン

ク
内
の
水
そ
の
他
の
液
体
を
注
入
し
、
排
出
す
る
た
め

の
管
を
一
個
に
限
り
、
こ
れ
を
貫
通
し
て
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
管
に
は
、
隔
壁
甲

板
の
上
方
に
お
い
て
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
弁
を
船

首
隔
壁
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
首
タ
ン
ク
が
二
種

類
の
液
体
を
入
れ
る
よ
う
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
と
き

は
、
船
首
タ
ン
ク
内
の
区
画
の
増
設
に
よ
り
船
舶
の
安

全
が
害
さ
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
前
項
の
管
は
、
二
個

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
二
項
の
船
首
隔
壁
を
貫
通
し
て
設
け
る
管
に
取
り

付
け
る
弁
に
は
、
鋼
そ
の
他
延
性
等
を
考
慮
し
て
管
海

官
庁
が
適
当
と
認
め
る
材
料
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
機
関
室
区
域
内
の
交
通
用
及
び
工
事
用
の
出
入
口
）

第
五
十
条
　
隔
壁
甲
板
下
に
あ
る
機
関
室
区
域
に
は
軸
路

に
通
ず
る
も
の
の
外
、
機
関
室
区
域
内
の
交
通
用
及
び

工
事
用
と
し
て
横
置
隔
壁
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
一
個
に
限

り
出
入
口
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
ボ
ル

ト
で
固
定
し
、
か
つ
、
取
り
外
す
こ
と
が
で
き
る
板
戸

に
よ
つ
て
閉
鎖
さ
れ
る
開
口
を
設
け
る
横
置
隔
壁
に

は
、
工
事
用
の
出
入
口
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
隔
壁
甲
板
下
に
あ
る
機
関
室
区
域
か
ら
軸
路
に
通
じ

る
出
入
口
は
、
一
又
は
二
の
軸
が
あ
る
と
き
は
一
個
、

二
を
こ
え
る
軸
が
あ
る
と
き
は
二
個
に
限
り
設
け
る
こ

と
が
で
き
、
か
つ
、
二
以
上
の
軸
が
あ
る
場
合
に
は
、

軸
路
は
、
相
互
間
の
通
路
で
連
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
前
二
項
の
出
入
口
（
工
事
用
と
し
て
設
け
る
も
の
を

除
く
。
）
の
下
縁
は
、
で
き
る
限
り
高
い
位
置
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
出
入
口
の
戸
は
、
水
密
す
べ

り
戸
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
項
の
水
密
す
べ
り
戸
を
隔
壁
甲
板
の
上
方
に
お
い

て
開
閉
す
る
手
動
装
置
は
、
機
関
室
区
域
の
外
部
に
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
水
密
戸
の
型
）

第
五
十
一
条
　
隔
壁
の
開
口
に
設
け
る
水
密
戸
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
構
造
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る

要
件
に
適
合
す
る
水
密
す
べ
り
戸
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
甲
板
間
に
あ
る
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
を
仕
切
る

隔
壁
に
設
け
る
水
密
戸
（
船
舶
の
航
行
中
開
く
こ
と

が
な
い
も
の
に
限
る
。
）

二
　
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
板
戸

２
　
前
項
第
一
号
の
水
密
戸
は
、
管
海
官
庁
の
承
認
を
得

た
場
合
に
限
り
、
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
水
密
戸
は
、
で
き
る
限
り
高
い
位
置
に
、
か

つ
、
外
側
垂
直
縁
が
最
高
区
画
喫
水
の
水
平
面
に
お
い

て
外
板
か
ら
船
体
中
心
線
に
直
角
に
測
つ
た
距
離
が
区

画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
の
五
分
の
一
に
等
し
い
箇
所
よ

り
内
方
の
で
き
る
限
り
外
板
か
ら
遠
い
箇
所
に
な
る
よ

う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
二
項
の
水
密
戸
の
開
閉
装
置
は
、
遠
隔
操
作
の
も

の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
開
閉
装
置
は
、
可
能
な
限
り
水
密
戸
を
設
け
た
隔
壁

に
近
接
し
て
設
け
る
も
の
と
し
、
最
高
区
画
喫
水
の
水

平
面
に
お
い
て
外
板
か
ら
船
体
中
心
線
に
直
角
に
測
つ

た
距
離
が
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
の
五
分
の
一
に
等

し
い
箇
所
ま
で
の
範
囲
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

（
水
密
す
べ
り
戸
の
開
閉
装
置
）

第
五
十
二
条
　
水
密
す
べ
り
戸
に
は
、
当
該
水
密
す
べ
り

戸
を
操
作
す
る
た
め
、
構
造
、
機
能
及
び
能
力
に
つ
い

て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
電
動
油
圧
開
閉
装

置
又
は
電
動
開
閉
装
置
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
動

力
開
閉
装
置
」
と
い
う
。
）
及
び
手
動
開
閉
装
置
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
局
部
操
作
場
（
水
密
す
べ
り
戸
の
操
作
場
で
あ
つ
て

隔
壁
の
両
側
に
設
け
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
は
、
動
力
開
閉
装
置
を
操
作
す
る
た
め
、
配
置
及
び

機
能
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
水
密

す
べ
り
戸
の
局
部
操
作
用
ハ
ン
ド
ル
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３
　
局
部
操
作
場
及
び
隔
壁
甲
板
の
上
方
の
接
近
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
に
は
、
手
動
開
閉
装
置
を
操
作
す
る

た
め
、
機
能
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す

る
水
密
す
べ
り
戸
の
手
動
操
作
ハ
ン
ド
ル
を
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
水
密
す
べ
り
戸
の
設
置
場
所
に
は
、
機
能
に
つ
い
て

告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
水
密
す
べ
り
戸
の
警

報
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
局
部
操
作
場
以
外
の
操
作
場
に
は
、
水
密
す
べ
り
戸

の
開
閉
を
示
す
指
示
器
（
以
下
「
開
閉
指
示
器
」
と
い

う
。
）
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
前
条
第
四
項
後
段
の
規
定
は
、
水
密
す
べ
り
戸
の
開

閉
装
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
の

承
認
を
得
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７
　
動
力
開
閉
装
置
の
制
御
装
置
、
警
報
装
置
及
び
開
閉

指
示
器
は
、
水
密
す
べ
り
戸
ご
と
に
独
立
の
も
の
と

し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
故
障
が
原
因
で
水
密
す
べ
り
戸

が
開
く
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

８
　
水
密
す
べ
り
戸
の
開
閉
装
置
は
、
第
三
項
の
隔
壁
甲

板
の
上
方
の
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
及
び
次
条

の
操
作
場
で
操
作
す
る
場
合
を
除
き
、
遠
隔
操
作
の
も

の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
水
密
す
べ
り
戸
の
操
作
）

第
五
十
三
条
　
船
橋
に
は
、
水
密
す
べ
り
戸
を
操
作
す
る

た
め
、
機
能
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す

る
水
密
す
べ
り
戸
の
操
作
装
置
、
警
報
装
置
及
び
開
閉

指
示
器
が
配
置
さ
れ
た
水
密
す
べ
り
戸
の
操
作
場
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
開
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
水
密
す
べ
り
戸
）

第
五
十
四
条
　
旅
客
船
に
は
、
そ
の
安
全
を
害
し
な
い
場

合
で
あ
つ
て
管
海
官
庁
の
承
認
を
得
た
と
き
に
限
り
、

船
舶
の
航
行
中
開
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
水
密
す
べ

り
戸
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
隔
壁
を
貫
通
す
る
囲
壁
路
と
ト
ン
ネ
ル
）

第
五
十
五
条
　
船
員
等
室
か
ら
機
関
室
区
域
へ
の
交
通
の

た
め
若
し
く
は
管
を
通
す
た
め
又
は
そ
の
他
の
目
的
の

た
め
に
横
置
隔
壁
を
貫
通
し
て
囲
壁
路
又
は
ト
ン
ネ
ル

を
設
け
る
と
き
は
、
囲
壁
路
又
は
ト
ン
ネ
ル
は
、
水
密

と
し
、
か
つ
、
第
七
十
三
条
の
規
定
に
適
合
す
る
構
造

の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
囲
壁
又
は
ト
ン
ネ
ル
が
、
通
路
と
し
て
使
用

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
囲
壁
路
又
は
ト
ン
ネ
ル

の
一
端
に
は
、
隔
壁
甲
板
の
上
方
に
達
す
る
水
密
な
構

造
の
囲
壁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
囲
壁
路
又
は
ト
ン
ネ
ル
は
、
船
首
隔
壁
の

次
の
隔
壁
を
貫
通
し
て
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

４
　
強
制
通
風
の
た
め
に
必
要
な
ト
ン
ネ
ル
は
、
管
海
官

庁
の
承
認
を
得
て
横
置
隔
壁
を
貫
通
し
て
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

５
　
二
以
上
の
隔
壁
を
貫
通
し
て
冷
凍
貨
物
を
積
載
す
る

場
所
に
通
じ
る
囲
壁
路
又
は
通
風
管
の
開
口
に
設
け
る

水
密
閉
鎖
装
置
は
、
動
力
操
作
の
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
隔
壁
甲
板
の
上
方
の
一
の
場
所
か
ら
す
べ
て
の
水

密
閉
鎖
装
置
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
六
条
　
削
除

第
五
章
　
暴
露
部
に
お
け
る
開
口

（
通
則
）

第
五
十
七
条
　
外
板
の
隔
壁
甲
板
下
に
お
け
る
開
口
の
数

は
、
で
き
る
限
り
少
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
開
口
の
閉
鎖
装
置
は
、
そ
の
用
途
及
び
位
置

に
適
応
す
る
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
開
口
の
取
付
け
物
並
び
に
こ
れ
に
附
属
す

る
コ
ッ
ク
及
び
弁
に
は
、
鋼
そ
の
他
延
性
等
を
考
慮
し

て
管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め
る
材
料
を
使
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
　
隔
壁
甲
板
下
の
貨
物
の
積
載
に
専
用
す
る
場
所
に

は
、

げ
ん舷

窓
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

５
　
通
風
用
の
開
口
は
、
管
海
官
庁
の
承
認
を
得
た
場
合

を
除
き
、
外
板
の
隔
壁
甲
板
下
に
設
け
て
は
な
ら
な

い
。

６
　
外
板
の
隔
壁
甲
板
下
に
お
け
る
吸
水
孔
、
排
水
孔
及

び
そ
の
他
の
開
口
に
は
、
容
易
に
接
近
す
る
こ
と
が
で

き
る
不
慮
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
の
装
置
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
げ
ん舷

窓
）

第
五
十
八
条
　

げ
ん舷

窓
は
、
そ
の
下
縁
が
、
船
側
に
お
い
て

隔
壁
甲
板
に
平
行
に
引
い
た
線
で
あ
つ
て
、
最
高
区
画

喫
水
か
ら
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
の
千
分
の
二
十
五

の
距
離
（
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
が
二
〇
メ
ー
ト
ル

未
満
の
場
合
は
、
〇
・
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
上
方
に
最

低
点
を
有
す
る
も
の
よ
り
下
方
に
位
置
す
る
よ
う
に
設

け
て
は
な
ら
な
い
。

２
　

げ
ん舷

窓
は
、
そ
の
下
縁
が
隔
壁
甲
板
の
下
方
に
あ
る
と

き
は
、
錠
前
そ
の
他
の
開
く
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の

装
置
を
設
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
九
条
　

げ
ん舷

窓
に
は
、
そ
の
下
縁
が
隔
壁
甲
板
の
下

方
に
あ
る
と
き
は
、
容
易
に
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
、
水
密
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
ヒ
ン
ジ
付
内
ぶ
た
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に

適
合
す
る
位
置
に
あ
る
旅
客
室
で
あ
つ
て
管
海
官
庁
が

差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
も
の
の

げ
ん舷

窓
の
内
ぶ
た
は
、
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取
り
外
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
船
首
垂
線
か
ら
船
の
長
さ
の
八
分
の
一
の
箇
所
よ

り
後
方
で
あ
る
こ
と
。

二
　
船
側
に
お
い
て
隔
壁
甲
板
に
平
行
に
引
い
た
線
で

あ
つ
て
、
最
高
区
画
喫
水
か
ら
三
・
七
メ
ー
ト
ル
に

区
画
に
つ
い
て
の
船
の
幅
の
千
分
の
二
十
五
を
加
え

た
距
離
上
方
に
最
低
点
を
有
す
る
も
の
よ
り
上
方
で

あ
る
こ
と
。

３
　
前
項
の
舷
窓
の
内
ぶ
た
は
、
当
該
舷
窓
の
箇
所
に
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
に
充
て
る
こ
と
が
あ
る
旅
客

室
の

げ
ん舷

窓
の
内
ぶ
た
で
あ
つ
て
、
隔
壁
甲
板
下
に
設
け

る
も
の
は
、
錠
前
そ
の
他
の
開
く
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
の
装
置
を
設
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
九
条
の
二
　
隔
壁
甲
板
直
上
の
甲
板
の
下
方
の

げ
ん舷

窓
に
は
、
容
易
に
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
水
密

に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
内
ぶ
た
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
排
水
孔
等
の
数
）

第
六
十
条
　
外
板
の
隔
壁
甲
板
下
に
お
け
る
排
水
孔
、
衛

生
排
水
孔
及
び
そ
の
他
の
開
口
の
数
は
、
で
き
る
限
り

少
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
排
出
管
等
）

第
六
十
一
条
　
隔
壁
甲
板
下
に
お
い
て
外
板
を
貫
通
す
る

排
出
管
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
隔
壁
甲
板
の
上
方
の
容
易
に
接
近
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
に
お
い
て
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
閉
鎖

装
置
（
弁
の
開
閉
を
表
示
す
る
装
置
を
有
す
る
も
の

に
限
る
。
）
を
備
え
た
自
動
不
還
弁
一
個
を
取
り
付

け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
自
動
不
還
弁
二
個
を
取
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
側
の
自
動
不
還
弁

は
、
最
高
区
画
喫
水
の
上
方
の
容
易
に
接
近
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
二
条
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
関
と
連

結
す
る
主
及
び
補
助
の
海
水
吸
引
管
並
び
に
排
出
管
に

は
、
管
及
び
外
板
の
間
又
は
管
及
び
外
板
に
取
り
付
け

た
海
水
吸
入
箱
の
間
に
、
容
易
に
接
近
す
る
こ
と
が
で

き
る
コ
ツ
ク
又
は
弁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
コ
ッ
ク
又
は
弁
は
、
そ
の
場
で
操
作
す
る
こ

と
が
で
き
、
か
つ
、
当
該
コ
ッ
ク
又
は
弁
の
開
閉
を
表

示
す
る
装
置
を
備
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
隔
壁
甲
板
下
の

げ
ん舷

門
等
）

第
六
十
三
条
　
隔
壁
甲
板
下
の
外
板
に
設
け
る

げ
ん舷

門
、
載

貨
門
そ
の
他
の
開
口
は
水
密
に
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
、
そ
の
最
低
点
は
、
最
高
区
画
喫
水
の
下
方

に
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
外
板
を
貫
通
す
る
可
動
部
）

第
六
十
三
条
の
二
　
最
高
区
画
喫
水
よ
り
下
方
の
外
板
を

貫
通
し
て
可
動
部
を
設
け
る
と
き
は
、
当
該
可
動
部
を

水
密
に
保
つ
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
前
項
の
可
動
部
を
設
け
る
場
所
は
、
水
密
な
場
所

で
、
当
該
可
動
部
の
パ
ッ
キ
ン
押
さ
え
か
ら
浸
水
す
る

場
合
に
お
い
て
も
船
舶
が
隔
壁
甲
板
を
超
え
て
沈
下
す

る
こ
と
が
な
い
程
度
の
容
積
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
損
傷
時
の
水
密
性
の
確
保
）

第
六
十
四
条
　
外
板
、
暴
露
甲
板
並
び
に
船
楼
端
の
隔
壁

及
び
甲
板
室
の
周
壁
の
暴
露
部
（
以
下
「
外
板
等
」
と

い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
損
傷
時
の
復
原
性
の
計
算
に
お

い
て
仮
定
さ
れ
る
、
船
舶
が
残
存
す
る
状
態
で
没
水
す

る
も
の
に
設
け
る
開
口
に
は
、
水
密
閉
鎖
装
置
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
板
等
で
あ
つ
て
、

損
傷
時
の
復
原
性
の
計
算
に
お
い
て
仮
定
さ
れ
る
、
船

舶
が
残
存
す
る
状
態
で
没
水
す
る
も
の
を
貫
通
し
て

管
、
電
線
等
を
設
け
る
と
き
は
、
当
該
貫
通
部
を
水
密

に
保
つ
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
六
十
四
条
の
二
　
船
橋
に
は
、
前
条
第
一
項
の
開
口
に

設
け
ら
れ
た
水
密
閉
鎖
装
置
の
開
閉
指
示
器
を
設
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
差
し
支
え

な
い
と
認
め
る
水
密
閉
鎖
装
置
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
水
密
閉
鎖
装
置
（
外
板
に
設
け
ら
れ
た
も
の

を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
船
舶
の
航
行
中
開
く
こ
と
が

な
い
も
の
（
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
人
孔
の
ふ
た
を
除

く
。
）
に
は
、
船
舶
の
航
行
中
開
い
て
は
な
ら
な
い
旨

を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
航
行
中
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
口
）

第
六
十
四
条
の
三
　
垂
直
方
向
の
損
傷
範
囲
を
制
限
す
る

甲
板
よ
り
下
方
の
外
板
の
開
口
に
設
け
ら
れ
た
閉
鎖
装

置
で
あ
つ
て
、
船
舶
の
航
行
中
接
近
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
に
は
、
錠
前
そ
の
他
の
開
く
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
の
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

管
海
官
庁
が
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
閉
鎖
装
置
に
あ

つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
章
　
二
重
底
等

（
二
重
底
を
設
け
る
部
分
）

第
六
十
五
条
　
旅
客
船
の
船
首
隔
壁
か
ら
船
尾
隔
壁
ま
で

の
部
分
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
二
重
底
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
内
底
板
（
二
重
底
縁
板
を
含
む
。
）
は
、
船
側
ま

で
達
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
キ
ー
ル
線
を
通
る
水
平
面
か
ら
測
つ
た
内
底
板
の

垂
直
距
離
は
、
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除

き
、
す
べ
て
の
位
置
に
お
い
て
区
画
に
つ
い
て
の
船

の
幅
の
二
十
分
の
一
又
は
〇
・
七
六
メ
ー
ト
ル
の
う

ち
い
ず
れ
か
大
き
い
も
の
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
こ
と
を
要
し

な
い
。

（
貨
物
倉
の
保
護
）

第
六
十
六
条
　
極
海
域
航
行
旅
客
船
に
設
置
さ
れ
る
ば
ら

積
み
の
油
の
輸
送
の
た
め
の
構
造
を
有
す
る
貨
物
倉

は
、
船
舶
の
外
板
か
ら
直
角
に
測
つ
た
距
離
が
い
ず
れ

の
箇
所
に
お
い
て
も
〇
・
七
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
位
置

に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ウ
ェ
ル
）

第
六
十
七
条
　
排
水
の
目
的
の
た
め
二
重
底
に
設
け
る
ウ

ェ
ル
は
、
で
き
る
限
り
浅
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の

底
面
が
キ
ー
ル
線
を
通
る
水
平
面
の
上
方
〇
・
五
メ
ー

ト
ル
又
は
キ
ー
ル
線
を
通
る
水
平
面
か
ら
測
つ
た
内
底

板
の
垂
直
距
離
の
二
分
の
一
の
い
ず
れ
か
大
き
い
方
の

値
の
位
置
よ
り
も
下
方
と
な
る
よ
う
に
こ
れ
を
設
け
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
船
舶
の
構
造
等
を
考
慮

し
て
管
海
官
庁
が
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
潤
滑
油
用
等
の
ウ
エ
ル
は
、
管
海
官
庁
の
承
認
を
得

て
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
重
底
の
免
除
）

第
六
十
八
条
　
第
六
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
船
舶
の
構
造
等
を
考
慮
し
て
管
海
官
庁
が
差
し
支
え

な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
二
重
底
を
設
け
な
い
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
章
　
水
密
隔
壁
等
の
構
造

（
水
密
隔
壁
の
構
造
）

第
六
十
九
条
　
隔
壁
は
、
隔
壁
甲
板
ま
で
の
水
高
圧
力
に

耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
隔
壁
で
あ
つ
て
、
損
傷
時
の
復
原
性
の
計
算
に
お
い

て
仮
定
さ
れ
る
、
船
舶
が
残
存
す
る
状
態
で
没
水
す
る

も
の
は
、
前
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
当
該

状
態
に
お
け
る
最
大
の
水
高
圧
力
に
耐
え
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
隔
壁
の
階
段
部
及
び
屈
折
部
の
構
造
は
、
隔
壁
と
同

一
の
強
力
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
　
削
除

（
水
密
な
甲
板
、
囲
壁
、
ト
ン
ネ
ル
等
の
構
造
）

第
七
十
三
条
　
甲
板
、
囲
壁
、
ト
ン
ネ
ル
又
は
通
風
筒
で

あ
つ
て
水
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
隔
壁

と
同
一
の
強
力
を
有
す
る
構
造
の
も
の
と
し
、
且
つ
、

囲
壁
及
び
通
風
筒
は
、
少
く
と
も
隔
壁
甲
板
ま
で
水
密

で
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
隔
壁
甲
板
を
貫
通
し
て
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ

貨
物
区
域
（
船
舶
防
火
構
造
規
則
第
二
条
第
十
七
号
の

二
の
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
貨
物
区
域
を
い
う
。
）

に
囲
壁
を
設
け
る
と
き
は
、
当
該
囲
壁
の
部
分
は
、
当

該
区
域
に
浸
水
し
た
水
の
衝
撃
力
に
耐
え
ら
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
四
条
　
削
除

第
八
章
　
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅
客
船
に

対
す
る
特
別
規
定

（
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅
客
船
の
隔
壁
甲
板
の

出
入
口
）

第
七
十
五
条
　
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅
客
船
の
隔

壁
甲
板
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
出

入
口
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
隔
壁
甲
板
か
ら
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
の

囲
壁
を
有
す
る
出
入
口
を
設
け
る
場
合

二
　
風
雨
密
閉
鎖
装
置
（
船
舶
の
航
行
中
開
く
こ
と
が

な
い
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
当
該
閉
鎖
装
置
の
閉

鎖
状
態
を
船
橋
に
お
い
て
確
認
で
き
る
警
報
装
置
及

び
開
閉
指
示
器
を
備
え
た
車
両
通
過
用
の
出
入
口
を

設
け
る
場
合

三
　
管
海
官
庁
の
承
認
を
得
て
、
水
密
閉
鎖
装
置
（
船

舶
の
航
行
中
開
く
こ
と
が
な
い
も
の
に
限
る
。
）
並

び
に
当
該
閉
鎖
装
置
の
閉
鎖
状
態
を
船
橋
に
お
い
て

確
認
で
き
る
警
報
装
置
及
び
開
閉
指
示
器
を
備
え
た

出
入
口
を
設
け
る
場
合

第
七
十
六
条
　
削
除

第
九
章
　
ビ
ル
ジ
排
水
装
置

（
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ
）

第
七
十
七
条
　
旅
客
船
に
は
、
各
水
密
区
画
（
液
体
を
積

載
す
る
水
密
区
画
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
か
ら
ビ
ル
ジ
を
有
効
に
排
水
す
る
た
め
、
配
置

及
び
能
力
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る

三
個
（
標
準
数
三
〇
以
上
の
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
四

個
）
の
動
力
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ
（
う
ち
一
個
は
、
主
機
関

に
よ
り
動
作
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
を

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
衛
生
ポ
ン
プ
、
バ
ラ
ス
ト
ポ
ン
プ
又
は
雑
用
ポ
ン
プ

が
ビ
ル
ジ
管
に
適
当
に
連
絡
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
前

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
動
力
ビ
ル

ジ
ポ
ン
プ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
ビ
ル
ジ
管
装
置
）

第
七
十
八
条
　
各
水
密
区
画
に
は
、
当
該
水
密
区
画
か
ら

ビ
ル
ジ
を
有
効
に
排
水
す
る
た
め
、
構
造
、
配
置
及
び
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機
能
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
ビ
ル

ジ
管
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
九
条
か
ら
第
八
十
四
条
ま
で
　
削
除

（
主
循
環
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
装
置
）

第
八
十
五
条
　
主
循
環
ポ
ン
プ
（
内
燃
機
関
を
用
い
て
推

進
す
る
旅
客
船
に
あ
つ
て
は
主
冷
却
ポ
ン
プ
と
し
、
管

海
官
庁
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
独
立
の
動
力
ポ
ン
プ

で
あ
つ
て
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ビ
ル
ジ
ポ

ン
プ
の
能
力
よ
り
も
管
海
官
庁
が
必
要
と
認
め
る
量
だ

け
大
き
い
能
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
）
に
は
、
機

関
室
区
域
内
の
ビ
ル
ジ
を
排
水
す
る
た
め
、
構
造
及
び

配
置
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
排
水

装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
六
条
及
び
第
八
十
七
条
　
削
除

（
ビ
ル
ジ
及
び
水
バ
ラ
ス
ト
の
管
系
）

第
八
十
八
条
　
ビ
ル
ジ
及
び
水
バ
ラ
ス
ト
の
管
系
は
、
海

水
若
し
く
は
水
バ
ラ
ス
ト
が
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
若

し
く
は
機
関
室
区
域
に
流
入
し
又
は
一
の
水
密
区
画
の

中
に
あ
る
水
が
他
の
水
密
区
画
に
流
入
す
る
お
そ
れ
が

な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
水
バ
ラ
ス
ト
及
び
ビ
ル
ジ
の
管
系
に
連
結
さ
れ
る
深

水
タ
ン
ク
に
は
、
こ
れ
に
貨
物
を
積
載
し
た
場
合
に
お

い
て
不
意
に
海
水
が
流
入
し
又
は
こ
れ
に
水
バ
ラ
ス
ト

を
積
載
し
た
場
合
に
お
い
て
水
バ
ラ
ス
ト
が
ビ
ル
ジ
管

に
よ
り
吸
出
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
設
備
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
水
バ
ラ
ス
ト
の
管
系
は
、
燃
料
油
タ
ン
ク
に
連
結
し

て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
水
バ
ラ
ス
ト
の
管
系
の
構

造
等
を
考
慮
し
て
管
海
官
庁
が
差
し
支
え
な
い
と
認
め

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
管
の
損
傷
に
対
す
る
設
備
）

第
八
十
九
条
　
一
の
水
密
区
画
の
排
水
に
使
用
す
る
ビ
ル

ジ
管
が
、
船
舶
の
衝
突
又
は
乗
揚
げ
等
に
よ
り
当
該
水

密
区
画
の
外
部
の
場
所
で
損
傷
を
受
け
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
水
密
区
画
に
浸
水
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
適
当
な
設
備
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ビ
ル
ジ
管
の

い
ず
れ
か
の
部
分
が
、
最
高
区
画
喫
水
の
水
平
面
に
お

い
て
船
体
中
心
線
に
直
角
に
測
り
区
画
に
つ
い
て
の
船

の
幅
の
五
分
の
一
の
距
離
よ
り
船
側
に
近
い
と
き
は
、

管
の
開
放
端
が
あ
る
水
密
区
画
内
で
管
に
不
還
弁
を
取

り
付
け
る
も
の
と
す
る
。

（
排
水
管
）

第
九
十
条
　
隔
壁
甲
板
の
上
方
に
閉
囲
さ
れ
た
貨
物
を
積

載
す
る
場
所
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
場
所
の
排
水
に
使

用
す
る
排
水
管
は
船
外
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
舶
の
直
立
状
態
か

ら
隔
壁
甲
板
の
げ
ん
端
が
水
面
に
達
す
る
ま
で
の
横
傾

斜
角
が
五
度
以
下
で
あ
る
旅
客
船
に
あ
つ
て
は
、
隔
壁

甲
板
の
上
方
の
閉
囲
さ
れ
た
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
の

排
水
に
使
用
す
る
排
水
管
は
船
内
の
適
当
な
場
所
に
導

き
、
か
つ
、
排
水
能
力
の
強
化
等
管
海
官
庁
の
適
当
と

認
め
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
一
条
か
ら
第
百
条
ま
で
　
削
除

第
十
章
　
損
傷
制
御
図
及
び
復
原
性
計
算
機
等

（
損
傷
制
御
図
）

第
百
一
条
　
旅
客
船
に
は
、
船
舶
職
員
の
手
引
の
た
め

に
、
損
傷
制
御
図
を
備
え
、
船
橋
に
お
い
て
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
図
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
各
甲
板
及

び
船
倉
に
つ
い
て
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
水
密
区
画
の
境
界
及
び
そ
の
開
口
の
位
置

二
　
水
密
閉
鎖
装
置
及
び
そ
の
制
御
装
置
の
位
置

三
　
浸
水
に
よ
る
船
舶
の
横
傾
斜
を
修
正
す
る
装
置

四
　
そ
の
他
管
海
官
庁
が
必
要
と
認
め
る
事
項

３
　
旅
客
船
に
は
、
第
一
項
の
資
料
を
含
む
小
冊
子
を
船

舶
職
員
の
用
に
供
す
る
た
め
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
復
原
性
計
算
機
等
）

第
百
二
条
　
第
三
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
旅
客
船
に

は
、
当
該
旅
客
船
に
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
、
損
傷
時
の
復
原
性
に
関
す
る
事
項
を
計
算
す
る
た

め
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
復
原
性
計
算
機
（
損
傷
時
の
復
原
性
に
関
す
る
事

項
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
機
で
あ
つ
て
、

管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
備

え
る
こ
と
。

二
　
陸
上
に
お
い
て
行
わ
れ
る
損
傷
時
の
復
原
性
に
関

す
る
事
項
の
計
算
の
結
果
を
速
や
か
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
。

２
　
前
項
の
旅
客
船
に
は
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措

置
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
資
料
を
船
舶
職
員
の
用

に
供
す
る
た
め
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
編
　
貨
物
船
に
関
す
る
規
定

第
一
章
　
総
則

（
適
用
）

第
百
二
条
の
二
　
こ
の
編
の
規
定
（
第
百
二
条
の
十
六
第

二
項
の
規
定
を
除
く
。
）
は
、
総
ト
ン
数
五
百
ト
ン
以

上
の
貨
物
船
（
推
進
機
関
及
び
帆
装
を
有
し
な
い
船
舶

を
除
く
。
）
に
、
同
項
の
規
定
は
、
貨
物
船
に
適
用
す

る
。

第
百
二
条
の
三
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲

げ
る
船
舶
に
あ
っ
て
は
、
第
三
章
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

一
　
危
険
物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
（
昭
和
三
十
二

年
運
輸
省
令
第
三
十
号
）
第
二
百
四
十
一
条
か
ら
第

二
百
四
十
六
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
貨

物
船

二
　
危
険
物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
第
三
百
八
条
か

ら
第
三
百
十
三
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
貨

物
船

２
　
前
項
及
び
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
の
長
さ

が
八
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
貨
物
船
（
極
海
域
航
行
船
を

除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
第
二
章
、
第
四
章
、
第
百
二

条
の
十
三
か
ら
第
百
二
条
の
十
三
の
六
ま
で
、
第
百
二

条
の
十
五
及
び
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま
で
の
規
定
を
除

き
、
こ
の
編
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
第
一
項
及
び
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
の
長

さ
が
八
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
貨
物
船
（
極
海
域
航
行
船

に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
第
二
章
、
第
百
二
条
の
七

の
二
か
ら
第
百
二
条
の
九
の
二
ま
で
、
第
四
章
、
第
百

二
条
の
十
三
か
ら
第
百
二
条
の
十
三
の
六
ま
で
、
第
百

二
条
の
十
五
及
び
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま
で
の
規
定
を

除
き
、
こ
の
編
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
章
　
区
画
に
関
す
る
特
別
条
件

（
船
首
隔
壁
等
）

第
百
二
条
の
四
　
第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
貨
物
船
の
船

首
隔
壁
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
中
「
隔
壁
甲

板
」
と
あ
る
の
は
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

２
　
バ
ウ
・
ド
ア
を
有
す
る
貨
物
船
で
あ
っ
て
前
項
で
準

用
す
る
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
隔

壁
の
全
部
又
は
一
部
が
荷
積
ラ
ン
プ
に
よ
り
形
成
さ
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

乾
げ
ん舷

甲
板
の
上
方
二
・
三
メ
ー
ト
ル
の
箇
所
よ
り
上
方

の
部
分
は
、
同
条
第
一
項
の
船
首
隔
壁
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
箇
所
の
範
囲
よ
り
前
方
に
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
機
関
室
隔
壁
）

第
百
二
条
の
五
　
第
三
十
七
条
の
規
定
は
、
貨
物
船
に
設

け
る
機
関
室
隔
壁
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
条
中
「
隔
壁
甲
板
」
と
あ
る
の
は
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
船
尾
隔
壁
）

第
百
二
条
の
五
の
二
　
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、
貨
物
船

に
設
け
る
船
尾
隔
壁
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
条
中
「
隔
壁
甲
板
」
と
あ
る
の
は
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
船
尾
管
の
設
置
の
場
所
）

第
百
二
条
の
六
　
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
貨
物

船
の
船
尾
管
を
設
け
る
場
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
章
　
損
傷
時
の
復
原
性

（
区
画
指
数
）

第
百
二
条
の
七
　
貨
物
船
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合

す
る
よ
う
な
区
画
配
置
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
条
第
四
項
の
到
達
区

画
指
数
が
、
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
長
さ
又
は
船
の

長
さ
に
応
じ
、
次
の
算
式
で
定
め
る
値
以
上
で
あ
る

こ
と
。

イ
　
区
画
に
つ
い
て
の
船
の
長
さ
が
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
場
合

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｒ
は
、
要
求
区
画
指
数

ロ
　
船
の
長
さ
が
八
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
か
つ
区
画
に

つ
い
て
の
船
の
長
さ
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の

場
合

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｒ
は
、
要
求
区
画
指
数

Ｒ０
は
、
イ
の
算
式
に
よ
る
値

二
　
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
条
第
二
項
の
部
分
区

画
指
数
が
、
次
の
算
式
で
定
め
る
値
以
上
で
あ
る
こ

と
。０

．
５
Ｒ

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｒ
は
、
前
号
イ
の
算
式
に
よ
る
値

２
　
第
四
十
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
貨

物
船
の
部
分
区
画
指
数
及
び
到
達
区
画
指
数
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（
極
海
域
航
行
貨
物
船
の
損
傷
時
の
復
原
性
）

第
百
二
条
の
七
の
二
　
第
四
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
極

海
域
航
行
船
で
あ
っ
て
貨
物
船
で
あ
る
も
の
（
第
百
二

条
の
八
の
二
及
び
第
百
二
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て

「
極
海
域
航
行
貨
物
船
」
と
い
う
。
）
の
損
傷
時
の
復
原

性
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
浸
水
区
画
の
浸
水
率
）

第
百
二
条
の
八
　
第
四
十
三
条
の
規
定
は
、
貨
物
船
の
浸

水
区
画
の
浸
水
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
損
傷
範
囲
の
想
定
）

第
百
二
条
の
八
の
二
　
第
四
十
四
条
第
一
項
（
第
四
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
極
海
域
航
行
貨
物
船
の

損
傷
範
囲
の
想
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
非
対
称
の
浸
水
）

第
百
二
条
の
九
　
第
四
十
五
条
の
規
定
は
、
貨
物
船
の
非

対
称
の
浸
水
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
損
傷
時
の
復
原
性
の
計
算
）

第
百
二
条
の
九
の
二
　
第
四
十
六
条
の
規
定
は
、
貨
物
船

の
損
傷
時
の
復
原
性
の
計
算
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
章
　
内
部
に
お
け
る
開
口

（
通
則
）

第
百
二
条
の
十
　
第
四
十
七
条
の
規
定
は
、
貨
物
船
の
内

部
に
お
け
る
開
口
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
船
首
隔
壁
に
お
け
る
開
口
）

第
百
二
条
の
十
の
二
　
第
四
十
九
条
の
規
定
は
、
貨
物
船

の
船
首
隔
壁
に
お
け
る
開
口
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
隔
壁
甲
板
」
と

あ
る
の
は
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
水
密
閉
鎖
装
置
の
型
）

第
百
二
条
の
十
一
　
第
百
二
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
七
条
第
一
項
の
開
口
に
設
け
る
水
密
閉
鎖
装
置

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
構
造
に
つ
い
て
告
示

で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
水
密
す
べ
り
戸
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
通
常
閉
じ
ら
れ
て
い
る
水
密
戸
及
び
昇
降
口
に
取

り
付
け
る
水
密
閉
鎖
装
置
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
を
仕
切
る
隔
壁
に
設
け
る

水
密
戸
（
船
舶
の
航
行
中
開
く
こ
と
が
な
い
も
の
に

限
る
。
）
又
は
貨
物
を
積
載
す
る
場
所
を
仕
切
る
水

密
甲
板
に
設
け
る
ラ
ン
プ

三
　
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
人
孔
の
ふ
た

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
船
舶
の
航
行
中
開

く
こ
と
が
な
い
も
の

２
　
前
項
第
一
号
の
水
密
閉
鎖
装
置
に
は
、
船
舶
の
航
行

中
開
放
状
態
に
し
な
い
旨
を
、
同
項
第
四
号
の
水
密
閉

鎖
装
置
に
は
、
船
舶
の
航
行
中
開
い
て
は
な
ら
な
い
旨

を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
第
二
号
の
水
密
閉
鎖
装
置
は
、
管
海
官
庁
の

承
認
を
得
た
場
合
に
限
り
、
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
開
閉
装
置
は
、
遠
隔
操
作

の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

４
　
船
橋
及
び
水
密
閉
鎖
装
置
の
両
側
の
適
当
な
場
所
に

は
、
水
密
閉
鎖
装
置
（
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
水
密

閉
鎖
装
置
に
限
る
。
）
の
開
閉
指
示
器
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
水
密
す
べ
り
戸
の
開
閉
装
置
）

第
百
二
条
の
十
二
　
第
五
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま

で
の
規
定
は
、
貨
物
船
に
設
け
る
水
密
す
べ
り
戸
の
開

閉
装
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
三
項
中
「
局
部
操
作
場
及
び
隔
壁
甲
板
の
上
方

の
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
」
と
あ
る
の
は
、

「
局
部
操
作
場
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
水
密
す
べ
り
戸
の
操
作
）

第
百
二
条
の
十
二
の
二
　
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
貨
物

船
の
水
密
す
べ
り
戸
の
操
作
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
機
能
に
つ
い
て
告
示
で

定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
水
密
す
べ
り
戸
の
操
作
装

置
、
警
報
装
置
及
び
開
閉
指
示
器
」
と
あ
る
の
は
、

「
水
密
す
べ
り
戸
の
操
作
装
置
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
五
章
　
暴
露
部
に
お
け
る
開
口

（
通
則
）

第
百
二
条
の
十
三
　
第
五
十
七
条
の
規
定
は
、
貨
物
船

の
乾

げ
ん舷

甲
板
下
の
外
板
に
設
け
る
開
口
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
及
び
第
四

項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
隔
壁
甲
板
」
と
あ
る

の
は
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
げ
ん舷

窓
）

第
百
二
条
の
十
三
の
二
　
第
五
十
八
条
及
び
第
五
十
九
条

の
規
定
は
、
貨
物
船
の

げ
ん舷

窓
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
八
条
並
び
に
第
五
十
九
条

第
一
項
、
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
項
中
「
隔
壁
甲

板
」
と
あ
る
の
は
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
排
水
孔
等
の
数
）

第
百
二
条
の
十
三
の
三
　
第
六
十
条
の
規
定
は
、
貨
物
船

の
排
水
孔
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
中
「
隔
壁
甲
板
」
と
あ
る
の
は
「
乾

げ
ん舷

甲

板
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
排
出
管
等
）

第
百
二
条
の
十
三
の
四
　
第
六
十
一
条
及
び
第
六
十
二
条

の
規
定
は
、
貨
物
船
の
排
出
管
等
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
十
一
条
中
「
隔
壁
甲

板
」
と
あ
る
の
は
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
乾

げ
ん舷

甲
板
下
の

げ
ん舷

門
等
）

第
百
二
条
の
十
三
の
五
　
第
六
十
三
条
の
規
定
は
、
貨
物

船
の
乾

げ
ん舷

甲
板
下
の

げ
ん舷

門
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
隔
壁
甲
板
」
と
あ
る
の

は
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
外
板
を
貫
通
す
る
可
動
部
）

第
百
二
条
の
十
三
の
六
　
第
六
十
三
条
の
二
の
規
定
は
、

貨
物
船
の
外
板
を
貫
通
す
る
可
動
部
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
隔
壁
甲

板
」
と
あ
る
の
は
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
損
傷
時
の
水
密
性
の
確
保
）

第
百
二
条
の
十
四
　
第
六
十
四
条
及
び
第
六
十
四
条
の
二

の
規
定
は
、
貨
物
船
の
損
傷
時
の
水
密
性
の
確
保
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
航
行
中
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
口
）

第
百
二
条
の
十
五
　
第
六
十
四
条
の
三
の
規
定
は
、
貨
物

船
の
航
行
中
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
口
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

第
六
章
　
二
重
底
等

（
二
重
底
等
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
百
二
条
の
十
六
　
第
二
編
第
六
章
の
規
定
（
第
六
十
六

条
の
規
定
を
除
く
。
）
は
、
貨
物
船
（
ば
ら
積
み
の
引

火
性
の
液
体
貨
物
の
輸
送
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶
を
除

く
。
）
の
二
重
底
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
　
第
六
十
六
条
の
規
定
は
、
極
海
域
航
行
貨
物
船
及
び

極
海
域
を
航
行
す
る
総
ト
ン
数
五
百
ト
ン
未
満
の
貨
物

船
（
極
海
域
の
う
ち
厚
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海

氷
が
あ
る
海
域
を
航
行
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
も
の

に
限
る
。
）
の
貨
物
倉
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
章
　
水
密
隔
壁
等
の
構
造

（
水
密
隔
壁
等
の
構
造
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
百
二
条
の
十
七
　
第
二
編
第
七
章
の
規
定
（
第
七
十
三

条
第
二
項
の
規
定
を
除
く
。
）
は
、
貨
物
船
の
水
密
隔

壁
等
の
構
造
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
二
編
第
七
章
中
「
隔
壁
甲
板
」
と
あ
る
の
は

「
乾

げ
ん舷

甲
板
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
章
　
ビ
ル
ジ
排
水
装
置

（
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ
）

第
百
二
条
の
十
八
　
第
七
十
七
条
の
規
定
は
、
貨
物
船
に

備
え
る
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
三
個
（
標
準
数
三
〇

以
上
の
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
四
個
）
」
と
あ
る
の
は
、

「
二
個
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
ビ
ル
ジ
管
装
置
）

第
百
二
条
の
十
九
　
第
七
十
八
条
の
規
定
は
、
貨
物
船
に

設
け
る
ビ
ル
ジ
管
装
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
ビ
ル
ジ
及
び
水
バ
ラ
ス
ト
の
管
系
）

第
百
二
条
の
二
十
　
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
は
、
貨
物
船
の
ビ
ル
ジ
及
び
水
バ
ラ
ス
ト
の
管
系

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
排
水
管
）

第
百
二
条
の
二
十
一
　
第
九
十
条
の
規
定
は
、
貨
物
船
の

排
水
管
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
中
「
隔
壁
甲
板
」
と
あ
る
の
は
、
「
乾

げ
ん舷

甲
板
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
章
　
損
傷
制
御
図

（
損
傷
制
御
図
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
百
二
条
の
二
十
二
　
第
百
一
条
の
規
定
は
、
貨
物
船
の

損
傷
制
御
図
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
編
　
タ
ン
カ
ー
に
関
す
る
規
定

第
一
章
　
総
則

（
適
用
）

第
百
三
条
　
こ
の
編
の
規
定
は
、
タ
ン
カ
ー
に
適
用
す

る
。

第
二
章
　
損
傷
時
の
復
原
性

（
損
傷
時
の
復
原
性
）

第
百
四
条
　
タ
ン
カ
ー
（
総
ト
ン
数
百
五
十
ト
ン
未
満
の

船
舶
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

損
傷
を
受
け
、
横
置
隔
壁
及
び
外
板
で
囲
ま
れ
た
部
分

（
以
下
「
区
画
室
」
と
い
う
。
）
に
浸
水
し
た
場
合
及
び

平
衡
措
置
を
と
つ
た
場
合
に
お
け
る
最
終
の
状
態
が
、

次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
船
の
長
さ
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下

の
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め

る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
復
原
力
曲
線
（
船
舶
復
原
性
規
則
（
昭
和
三
十
一

年
運
輸
省
令
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
八
項
の
復
原

力
曲
線
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
平
衡
位
置
を
超

え
て
二
〇
度
以
上
の
復
原
力
範
囲
を
有
し
、
か
つ
、

平
衡
位
置
か
ら
二
〇
度
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
残
存

復
原
て
こ
の
最
大
値
が
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ

り
、
横
軸
と
復
原
力
曲
線
に
囲
ま
れ
た
部
分
の
面
積

が
〇
・
〇
一
七
五
メ
ー
ト
ル
・
ラ
ジ
ア
ン
以
上
で
あ

る
こ
と
。

二
　
非
対
称
に
浸
水
し
た
場
合
に
は
、
傾
斜
角
は
、
二

五
度
（
乾

げ
ん舷

甲
板
縁
が
没
水
し
な
い
場
合
は
三
〇

度
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

三
　
新
た
に
浸
水
を
生
ず
る
可
能
性
の
あ
る
開
口
の
下

縁
が
没
水
し
な
い
こ
と
。

２
　
タ
ン
カ
ー
は
、
前
項
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
に
必

要
な
復
原
性
を
す
べ
て
の
使
用
状
態
に
お
い
て
有
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
タ
ン
カ
ー
は
、
第
一
項
の
没
浸
水
の
中
間
段
階
に
お

い
て
も
十
分
な
復
原
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
損
傷
時
の
復
原
性
の
計
算
）

第
百
五
条
　
損
傷
時
の
復
原
性
の
計
算
は
、
次
条
か
ら
第

百
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
船
舶
の
寸
法
割
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合
、
特
性
、
そ
の
浸
水
区
画
室
の
配
置
、
形
状
及
び
内

容
物
並
び
に
積
載
す
る
液
体
の
分
布
、
比
重
及
び
流
出

を
考
慮
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
浸
水
区
画
室
の
浸
水
率
）

第
百
六
条
　
浸
水
率
は
、
液
体
以
外
の
貨
物
及
び
貯
蔵
品

を
積
載
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
六
〇
、
居
住
に
充
て
る

場
所
に
つ
い
て
は
九
五
、
機
関
に
充
て
る
場
所
に
つ
い

て
は
八
五
、
空
所
に
つ
い
て
は
九
五
、
液
体
を
入
れ
る

場
所
に
つ
い
て
は
〇
か
ら
九
五
ま
で
の
間
の
管
海
官
庁

が
適
当
と
認
め
る
値
と
す
る
。

（
船
楼
の
浮
力
）

第
百
七
条
　
第
百
九
条
で
想
定
す
る
船
側
損
傷
の
範
囲
内

の
船
楼
の
浮
力
は
、
考
慮
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
船
側
損
傷
の
範
囲
外
の
船
楼
の
非
浸
水
部
分

が
隔
壁
に
よ
つ
て
仕
切
ら
れ
、
か
つ
、
第
百
四
条
第
一

項
第
三
号
の
要
件
に
適
合
す
る
場
合
に
は
、
当
該
非
浸

水
部
分
の
浮
力
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
自
由
表
面
に
よ
る
影
響
）

第
百
八
条
　
自
由
表
面
に
よ
る
影
響
は
、
区
画
室
ご
と
に

傾
斜
角
五
度
に
お
け
る
も
の
を
計
算
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
貨
物
を
満
載
し
な
い
タ
ン
ク
の
自
由
表

面
に
よ
る
影
響
は
、
管
海
官
庁
の
適
当
と
認
め
る
角
度

に
お
け
る
も
の
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
消
費
さ
れ
る
液
体
を
積
載
す
る
タ
ン
ク
の
自
由
表
面

に
よ
る
影
響
は
、
各
種
の
液
体
ご
と
に
少
な
く
と
も
横

方
向
の
一
対
の
タ
ン
ク
又
は
中
心
線
上
の
一
の
タ
ン
ク

が
自
由
表
面
を
有
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
計
算
す
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
自
由
表
面
を
有
す

る
と
仮
定
さ
れ
る
タ
ン
ク
は
、
自
由
表
面
に
よ
る
影
響

が
最
大
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
損
傷
範
囲
の
想
定
）

第
百
九
条
　
想
定
す
る
損
傷
の
最
小
範
囲
は
、
次
に
掲
げ

る
範
囲
（
載
貨
重
量
ト
ン
数
二
万
ト
ン
未
満
の
タ
ン
カ

ー
に
あ
つ
て
は
、
第
三
号
に
掲
げ
る
範
囲
を
除
く
。
）

と
す
る
。

一
　
船
側
損
傷

イ
　
縦
方
向
の
範
囲
　
次
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
た

値
又
は
一
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
小

さ
い
も
の

（
（
１
／
３
）
Ｌ
ｆ
２
／
３

）
（
メ
ー
ト
ル
）

ロ
　
横
方
向
の
範
囲
　
満
載
喫
水
線
規
則
第
三
十
六

条
に
規
定
す
る
夏
期
満
載
喫
水
線
（
同
令
第
六
十

五
条
の
二
（
同
令
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
海
水
満
載

喫
水
線
を
有
す
る
タ
ン
カ
ー
に
あ
つ
て
は
当
該
海

水
満
載
喫
水
線
、
夏
期
満
載
喫
水
線
及
び
海
水
満

載
喫
水
線
を
有
し
な
い
タ
ン
カ
ー
に
あ
つ
て
は
同

令
第
三
章
第
一
節
及
び
第
二
節
の
規
定
に
よ
り
算

定
し
た
海
水
満
載
喫
水
線
に
相
当
す
る
喫
水
線
）

の
水
平
面
に
お
い
て
船
側
外
板
か
ら
船
体
中
心
線

に
直
角
に
測
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
船
の
幅
（
満

載
喫
水
線
規
則
第
七
条
の
船
の
幅
を
い
う
。
以
下

こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
五
分
の
一
の
値
又

は
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
小
さ
い

も
の

ハ
　
垂
直
方
向
の
範
囲
　
型
基
線
か
ら
上

二
　
船
底
損
傷

イ
　
縦
方
向
の
範
囲
　
次
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
た

値
又
は
五
メ
ー
ト
ル
（
船
首
垂
線
か
ら
船
の
長
さ

の
十
分
の
三
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
一
四
・
五

メ
ー
ト
ル
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
小
さ
い
も
の

（
（
１
／
３
）
Ｌ
ｆ
２
／
３

）
（
メ
ー
ト
ル
）

ロ
　
横
方
向
の
範
囲
　
船
の
幅
の
六
分
の
一
の
値
又

は
五
メ
ー
ト
ル
（
船
首
垂
線
か
ら
船
の
長
さ
の
十

分
の
三
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
一
〇
メ
ー
ト

ル
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
小
さ
い
も
の

ハ
　
垂
直
方
向
の
範
囲
　
型
基
線
か
ら
測
つ
た
場
合

に
お
い
て
、
船
の
幅
の
十
五
分
の
一
の
値
又
は
六

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
小
さ
い
も
の

三
　
船
底
破
口

イ
　
縦
方
向
の
範
囲
　
船
首
垂
線
か
ら
測
つ
た
場
合

に
お
い
て
、
船
の
長
さ
の
十
分
の
六
の
値
（
載
貨

重
量
ト
ン
数
七
万
五
千
ト
ン
未
満
の
タ
ン
カ
ー
に

あ
つ
て
は
、
十
分
の
四
の
値
）

ロ
　
横
方
向
の
範
囲
　
船
の
幅
の
三
分
の
一
の
値

ハ
　
垂
直
方
向
の
範
囲
　
船
底
外
板

２
　
前
項
の
損
傷
範
囲
の
想
定
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
船
舶
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
も
の
を
含
む
損
傷
範
囲
は
想
定
し
な
い
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
隣
接
す
る
二
個
の
横

置
隔
壁
間
の
距
離
が
同
項
で
想
定
す
る
損
傷
の
縦
方
向

の
範
囲
よ
り
小
さ
い
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
二
個
の
隔
壁

の
う
ち
い
ず
れ
か
一
個
は
無
い
も
の
と
み
な
す
。

一
　
船
の
長
さ
が
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二
二
五
メ

ー
ト
ル
以
下
の
タ
ン
カ
ー
　
後
部
に
あ
る
機
関
室
区

域
を
仕
切
る
前
後
の
横
置
隔
壁

二
　
船
の
長
さ
が
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
タ
ン
カ

ー
　
機
関
室
区
域
及
び
横
置
隔
壁
（
長
さ
が
三
・
〇

五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
屈
折
部
又
は
階
段
部
を
有
す
る

隔
壁
（
船
尾
隔
壁
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）

３
　
第
一
項
に
定
め
る
損
傷
範
囲
よ
り
も
小
さ
い
範
囲
の

損
傷
に
よ
り
、
タ
ン
カ
ー
の
復
原
性
が
同
項
の
損
傷
範

囲
に
お
け
る
よ
り
悪
く
な
る
場
合
は
、
当
該
小
さ
い
範

囲
の
損
傷
の
範
囲
を
想
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
四
十
四
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
及
び
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
は
、
極
海
域
航
行
船
で
あ
つ
て
タ
ン
カ
ー
で
あ

る
も
の
の
損
傷
範
囲
の
想
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
管
の
損
傷
に
対
す
る
設
備
）

第
百
十
条
　
前
条
で
想
定
す
る
損
傷
の
範
囲
内
に
管
、
囲

壁
路
又
は
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
場
合
は
、
損
傷
時
に
浸
水

す
る
こ
と
と
な
る
区
画
室
以
外
の
区
画
室
に
浸
水
が
及

ば
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
貨
物
ポ
ン
プ
室
）

第
百
十
一
条
　
載
貨
重
量
ト
ン
数
五
千
ト
ン
以
上
の
タ
ン

カ
ー
に
あ
つ
て
は
、
基
線
（
船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
運
輸
省
令
第

四
十
七
号
）
第
一
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
基
線

を
い
う
。
）
を
含
む
水
平
面
か
ら
貨
物
ポ
ン
プ
室
ま
で

の
垂
直
距
離
は
、
当
該
貨
物
ポ
ン
プ
室
の
い
ず
れ
の
箇

所
に
お
い
て
も
船
の
幅
の
十
五
分
の
一
の
値
（
二
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
メ
ー
ト
ル
）
又

は
一
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
値
以
上
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
貨
物
ポ
ン
プ
室
が

浸
水
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
貨
物
ポ
ン
プ
室
に
設

置
し
て
い
る
ポ
ン
プ
の
動
作
が
確
保
さ
れ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
章
　
雑
則

（
準
用
規
定
）

第
百
十
二
条
　
第
三
編
第
二
章
、
第
四
章
及
び
第
五
章
並

び
に
第
三
編
第
七
章
か
ら
第
九
章
ま
で
の
規
定
は
、
総

ト
ン
数
五
百
ト
ン
以
上
の
タ
ン
カ
ー
（
推
進
機
関
及
び

帆
装
を
有
し
な
い
船
舶
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
た
だ
し
、
船
の
長
さ
が
八
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
タ

ン
カ
ー
に
あ
つ
て
は
、
第
百
二
条
の
十
四
の
規
定
は
、

準
用
し
な
い
。

第
五
編
　
漁
船
に
関
す
る
規
定

第
一
章
　
総
則

（
適
用
）

第
百
十
二
条
の
二
　
こ
の
編
の
規
定
は
、
総
ト
ン
数
五
百

ト
ン
以
上
の
漁
船
（
推
進
機
関
及
び
帆
装
を
有
し
な
い

船
舶
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ

っ
て
船
の
長
さ
が
八
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
適
用

す
る
。第

二
章
　
雑
則

（
準
用
規
定
）

第
百
十
二
条
の
三
　
第
三
編
第
二
章
か
ら
第
九
章
ま
で
の

規
定
（
第
百
二
条
の
七
の
二
及
び
第
百
二
条
の
八
の
二

の
規
定
を
除
く
。
）
は
、
漁
船
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
編
　
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
特
別
規
定

（
適
用
）

第
百
十
三
条
　
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
第
三
編

又
は
第
四
編
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
こ
の
編
の
規
定
を

適
用
す
る
。

（
損
傷
時
の
復
原
性
）

第
百
十
四
条
　
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
（
密
度
が
一
、
〇
〇
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ば
ら
積
み
固
体

貨
物
（
ば
ら
積
み
さ
れ
る
貨
物
で
あ
つ
て
、
組
成
が
均

一
か
つ
、
微
粒
状
、
粒
状
又
は
塊
状
の
も
の
を
い
う
。
）

を
運
送
す
る
も
の
で
あ
つ
て
船
の
長
さ
が
一
五
〇
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
夏
期
満
載
喫
水
線
ま
で
積
載
し
て
い
る
場

合
に
お
い
て
、
損
傷
を
受
け
、
い
ず
れ
の
一
の
貨
物
倉

（
浸
水
率
は
九
〇
（
空
の
貨
物
倉
に
つ
い
て
は
九
五
）

と
す
る
。
）
に
も
浸
水
し
た
場
合
に
お
け
る
最
終
の
状

態
が
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
告
示
で
定
め
る
貨
物
に
あ
つ
て
は
、

「
九
〇
（
空
の
貨
物
倉
に
つ
い
て
は
九
五
）
」
と
あ
る
の

は
「
貨
物
倉
か
ら
貨
物
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
る
空
間
を

除
い
た
空
間
に
つ
い
て
は
九
五
、
当
該
貨
物
に
よ
つ
て

占
め
ら
れ
る
空
間
に
つ
い
て
は
告
示
で
定
め
る
値
」
と

す
る
。

一
　
満
載
喫
水
線
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
第
八
号
イ

及
び
ロ
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
メ
タ
セ
ン
タ
ー
高
さ
が
正
で
あ
る
こ
と
。

三
　
第
百
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
条
件

２
　
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
は
、
前
項
の
規
定
に
適
合
す
る
た

め
に
必
要
な
復
原
性
を
す
べ
て
の
積
載
状
態
に
お
い
て

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
は
、
第
一
項
の
没
浸
水
の
中
間
段

階
に
お
い
て
も
十
分
な
復
原
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
浸
水
警
報
装
置
）

第
百
十
五
条
　
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
に
は
、
次
に
掲
げ
る
要

件
に
適
合
す
る
検
知
器
及
び
警
報
盤
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
浸
水
警
報
装
置
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
船
舶
の
航
海
の
態
様
等
を
考
慮
し
て
管
海
官

庁
が
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一
　
検
知
器
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
画
に
浸
水
が

生
じ
た
場
合
に
、
当
該
浸
水
の
水
面
が
当
該
区
画
の

床
面
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
各
号
に
掲
げ
る
高
さ
の
位
置
ま

で
達
し
た
と
き
、
警
報
盤
に
信
号
を
伝
達
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
す
べ
て
の
貨
物
倉
　
船
尾
側
に
お
い
て
内
底
板

か
ら
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
位
置
及
び
貨
物

倉
の
内
底
板
か
ら
上
甲
板
下
面
ま
で
の
垂
直
距
離

の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
高
さ
の
位
置

（
当
該
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
内
底
板
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
位

置
）
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ロ
　
船
首
隔
壁
よ
り
前
方
の
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
　
当

該
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
に
そ
の
容
積
の
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
に
相
当
す
る
水
を
張
つ
た
場
合
に
お
け
る
当

該
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
の
床
面
か
ら
水
面
ま
で
の
高

さ
の
位
置

ハ
　
最
前
方
の
貨
物
倉
よ
り
前
方
に
あ
り
、
か
つ
、

満
載
排
水
量
（
船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
五
十
条
に
規
定
す
る
排
水
量
を

い
う
。
）
の
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
容
積

を
有
す
る
区
画
（

び
よ
う

錨

鎖
庫
を
除
く
。
）
　
当
該
区

画
の
床
面
か
ら
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
位
置

二
　
警
報
盤
は
、
検
知
器
か
ら
の
信
号
が
伝
達
さ
れ
た

場
合
に
、
船
橋
に
お
い
て
可
視
可
聴
の
警
報
（
前
号

イ
に
掲
げ
る
区
画
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
号

イ
に
掲
げ
る
二
の
位
置
が
視
覚
に
よ
り
明
確
に
識
別

で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

２
　
前
項
の
浸
水
警
報
装
置
は
、
貨
物
倉
又
は
バ
ラ
ス
ト

タ
ン
ク
に
バ
ラ
ス
ト
水
を
張
る
場
合
に
は
、
当
該
貨
物

倉
又
は
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
に
つ
い
て
警
報
を
発
し
な
い

こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
排
水
装
置
の
操
作
）

第
百
十
六
条
　
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
の
次
に
掲
げ
る
区
画
の

排
水
装
置
は
、
船
橋
又
は
主
機
の
遠
隔
制
御
を
行
う
場

所
か
ら
暴
露
甲
板
を
通
る
こ
と
な
く
容
易
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
る
閉
囲
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
操
作
す
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク

二
　
前
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
区
画

附
　
則

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
か
ら

施
行
す
る
。

２
　
船
舶
区
画
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省
令
第
八
号
）

は
、
廃
止
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
よ
り
前
に
キ
ー
ル
を
す
え
付

け
た
旅
客
船
及
び
旅
客
船
に
改
造
す
る
た
め
の
工
事
に

着
手
し
た
船
舶
は
、
管
海
官
庁
が
や
む
を
得
な
い
と
認

め
る
限
度
に
お
い
て
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
一
〇
月
一
日
運
輸
省
令

第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
五
月
一
九
日
運
輸
省
令

第
三
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
施

行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
キ
ー
ル
を
す
え
付
け
た
旅
客

船
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
省
令
の
施
行
後
旅
客
船
に
改
造
す
る
た
め
の
工
事

に
着
手
す
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
八
月
一
〇
日
運
輸
省
令

第
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
十
五
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
八
月
二
七
日
運
輸
省
令

第
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
八
月
二
四
日
運
輸
省
令

第
四
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
（
こ
の

項
、
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
新
規
程
」
と
い

う
。
）
第
三
編
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十

一
日
以
前
に
建
造
契
約
が
結
ば
れ
た
タ
ン
カ
ー
（
新
規

程
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
（
建
造
契
約
が
な
い
タ
ン
カ
ー
に
あ
つ
て
は
、

昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
以
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ

た
も
の
）
で
あ
つ
て
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

以
前
に
船
舶
所
有
者
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
（
昭

和
五
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に
次
の
各
号
の
一
に
該
当

す
る
改
造
に
関
す
る
契
約
が
結
ば
れ
た
タ
ン
カ
ー
（
改

造
に
関
す
る
契
約
が
な
い
タ
ン
カ
ー
に
あ
つ
て
は
、
昭

和
五
十
一
年
七
月
一
日
以
後
に
当
該
改
造
が
開
始
さ
れ

た
も
の
）
又
は
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
以
後
に
当
該

改
造
が
完
了
し
た
タ
ン
カ
ー
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

一
　
船
舶
の
主
要
寸
法
又
は
積
載
容
量
の
変
更
を
伴
う

改
造

二
　
船
舶
の
種
類
を
変
更
す
る
改
造

三
　
船
舶
の
耐
用
年
数
を
延
長
さ
せ
る
改
造

四
　
そ
の
他
前
三
号
に
定
め
る
改
造
と
同
等
以
上
と
国

土
交
通
大
臣
が
認
め
る
改
造

３
　
前
項
に
規
定
す
る
タ
ン
カ
ー
以
外
の
タ
ン
カ
ー
（
国

際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
施
行

日
に
現
に
船
舶
検
査
証
書
又
は
臨
時
航
行
許
可
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
日
以
後
最
初

に
行
わ
れ
る
定
期
検
査
又
は
中
間
検
査
が
開
始
さ
れ
る

時
ま
で
は
、
新
規
程
第
三
編
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

４
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た

タ
ン
カ
ー
（
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
タ
ン
カ
ー
を
除

く
。
）
に
つ
い
て
の
新
規
程
第
百
四
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
残
存
復
原
て

こ
の
最
大
値
が
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
横
軸

と
復
原
力
曲
線
に
囲
ま
れ
た
部
分
の
面
積
が
〇
・
〇
一

七
五
メ
ー
ト
ル
・
ラ
ジ
ア
ン
以
上
」
と
あ
る
の
は
、

「
残
存
復
原
て
こ
の
最
大
値
が
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
」

と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
八
月
三
〇
日
運
輸
省
令

第
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
九
月
一
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
現
存
船
で
あ
つ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
二
月
二
四
日
運
輸
省

令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
一
年
六
月
二
七
日
運
輸
省
令

第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
三
月
二
九
日
運
輸
省
令
第

七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
四
月
二
十
九
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

４
　
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
船
舶
区
画
規
程
（
以
下
「
新
規
程
」
と
い
う
。
）

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
現
存
船
で
あ
っ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
ロ
ー
ル
オ

ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅
客
船
（
船
舶
設
備
規
程
（
昭
和
九

年
逓
信
省
令
第
六
号
）
第
二
条
第
四
項
の
ロ
ー
ル
オ

ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅
客
船
を
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
該
船
舶
に
つ
い
て
次
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
残
存
特
性
の
評
価
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
値
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
以
後
最
初
に

行
わ
れ
る
定
期
検
査
又
は
中
間
検
査
の
時
期
か
ら
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
程
の
規
定
を
適
用

す
る
。

残
存
特
性
の
評
価
算
式
に
よ
り
算

出
し
た
値

日

〇
・
七
〇
未
満

平
成
六
年
十
月
一
日

〇
・
七
〇
以
上
〇
・
七
五
未
満

平
成
八
年
十
月
一
日

〇
・
七
五
以
上
〇
・
八
五
未
満

平
成
十
年
十
月
一
日

〇
・
八
五
以
上
〇
・
九
〇
未
満

平
成
十
二
年
十
月
一

日

〇
・
九
〇
以
上
〇
・
九
五
未
満

平
成
十
四
年
十
月
一

日

〇
・
九
五
以
上
〇
・
九
七
五
未
満
平
成
十
六
年
十
月
一

日

〇
・
九
七
五
以
上
一
・
〇
〇
未
満
平
成
十
七
年
十
月
一

日

６
　
現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
新
規
程
の
規
定
に
適
合
さ
せ

る
た
め
の
改
造
を
除
く
。
）
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
変
更
又
は
改
造
後
は
、
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
一
月
一
八
日
運
輸
省
令
第

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
二
月
一
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
三
月
二
九
日
運
輸
省
令
第

七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
七
月
六
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
五
年
七
月
六
日
前
に
建
造
契
約
が
結
ば
れ

た
タ
ン
カ
ー
（
建
造
契
約
が
な
い
タ
ン
カ
ー
に
あ
っ
て

は
、
平
成
六
年
一
月
六
日
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
も

の
）
で
あ
っ
て
平
成
八
年
七
月
六
日
前
に
船
舶
所
有
者

に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
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ず
れ
に
も
適
合
す
る
改
造
を
行
う
も
の
を
除
く
。
以
下

「
現
存
タ
ン
カ
ー
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
載
貨
重
量
ト

ン
数
五
千
ト
ン
未
満
の
タ
ン
カ
ー
の
損
傷
範
囲
の
想
定

及
び
貨
物
艙
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
（
以
下
「
新

規
程
」
と
い
う
。
）
第
百
九
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
及
び
油
濁
防
止

緊
急
措
置
手
引
書
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る

省
令
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
改
造
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
。

イ
　
船
舶
の
主
要
寸
法
又
は
積
載
容
量
の
変
更
を
伴

う
改
造

ロ
　
船
舶
の
種
類
を
変
更
す
る
改
造

ハ
　
船
舶
の
耐
用
年
数
を
延
長
さ
せ
る
改
造

ニ
　
そ
の
他
イ
、
ロ
及
び
ハ
に
定
め
る
改
造
と
同
等

以
上
と
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
改
造

二
　
次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
さ
せ
る
た

め
の
改
造
で
な
い
こ
と
。

イ
　
新
規
程
に
規
定
す
る
損
傷
時
の
復
原
性
の
基
準

ロ
　
新
規
則
に
規
定
す
る
貨
物
艙
又
は
分
離
バ
ラ
ス

ト
タ
ン
ク
の
技
術
上
の
基
準

ハ
　
第
三
項
に
規
定
す
る
貨
物
艙
の
技
術
上
の
基
準

ニ
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
海
洋
汚
染
防

止
設
備
等
及
び
油
濁
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
に
関

す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
第
二
十
条
に

規
定
す
る
Ｐ
Ａ
ｃ
が
両
げ
ん
の
型
深
さ
全
体
に
わ

た
り
貨
物
艙
の
区
域
の
縦
方
向
の
長
さ
の
三
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
又
は
同
条
に
規
定
す
る
Ｐ
Ａ
ｓ
が

貨
物
艙
の
区
域
の
船
底
外
板
の
投
影
面
積
の
三
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す
る
分
離
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク

の
技
術
上
の
基
準

三
　
改
造
に
関
す
る
契
約
が
平
成
五
年
七
月
六
日
後
に

結
ば
れ
た
こ
と
（
改
造
に
関
す
る
契
約
が
な
い
タ
ン

カ
ー
に
あ
っ
て
は
、
平
成
六
年
一
月
六
日
後
に
改
造

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
）
又
は
平
成
八
年
七
月
六
日
後

に
改
造
が
完
了
し
た
こ
と
。

３
　
現
存
タ
ン
カ
ー
（
載
貨
重
量
ト
ン
数
五
千
ト
ン
以
上

の
タ
ン
カ
ー
に
限
る
。
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
う
ち
、
平
成
七
年
七
月
六
日
に
お
い
て
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
貨
物
艙
を
有
す

る
も
の
又
は
第
一
号
及
び
第
三
号
（
船
側
部
分
に
係
る

基
準
に
限
る
。
）
並
び
に
新
規
則
第
十
七
条
第
六
号
ロ

（
一
）
及
び
（
二
）
の
基
準
に
適
合
す
る
貨
物
艙
を
有

す
る
も
の
の
損
傷
範
囲
の
想
定
並
び
に
貨
物
艙
及
び
分

離
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

新
規
程
第
百
九
条
並
び
に
新
規
則
第
十
七
条
及
び
第
二

十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
舶
所
有
者
に
対
し
引

き
渡
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
を
経
過
す
る

日
又
は
平
成
二
十
七
年
に
お
け
る
船
舶
所
有
者
に
対
し

引
き
渡
さ
れ
た
日
に
応
当
す
る
日
の
前
日
の
い
ず
れ
か

早
い
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
　
船
側
外
板
か
ら
直
角
に
測
っ
た
距
離
が
い
ず
れ
の

箇
所
に
お
い
て
も
〇
・
七
六
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
。

二
　
船
底
外
板
か
ら
直
角
に
測
っ
た
距
離
が
い
ず
れ
の

箇
所
に
お
い
て
も
船
の
幅
（
満
載
喫
水
線
規
則
（
昭

和
四
十
三
年
運
輸
省
令
第
三
十
三
号
）
第
七
条
に
規

定
す
る
船
の
幅
を
い
う
。
）
の
十
五
分
の
一
の
値

（
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
メ

ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
貨
物
艙
の
区
域
は
、
そ
の
船
側
部
分
及
び
船
底
部

分
の
全
体
に
わ
た
っ
て
、
分
離
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
又

は
貨
物
油
及
び
燃
料
油
を
積
載
し
な
い
区
画
に
よ
っ

て
防
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

４
　
原
油
、
重
油
、
重
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
又
は
潤
滑
油
の
運

送
の
用
に
供
さ
れ
る
載
貨
重
量
ト
ン
数
二
万
ト
ン
以
上

の
タ
ン
カ
ー
及
び
こ
れ
ら
以
外
の
油
の
運
送
の
用
に
供

さ
れ
る
載
貨
重
量
ト
ン
数
三
万
ト
ン
以
上
の
タ
ン
カ
ー

（
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日
以
前
に
建
造
契
約
が
結
ば

れ
た
タ
ン
カ
ー
（
建
造
契
約
が
な
い
タ
ン
カ
ー
に
あ
っ

て
は
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
以
前
に
建
造
に
着
手

さ
れ
た
も
の
）
で
あ
っ
て
昭
和
五
十
七
年
六
月
一
日
以

前
に
船
舶
所
有
者
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
（
次
に

掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
改
造
を
行
う
タ

ン
カ
ー
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
（
次
項
及
び
第
六
項
に

お
い
て
「
現
存
旧
タ
ン
カ
ー
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
昭

和
五
十
七
年
四
月
六
日
以
後
に
船
舶
所
有
者
に
対
し
引

き
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
重
質
油
タ
ン
カ
ー
（
海
洋

汚
染
防
止
設
備
等
及
び
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引

書
等
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第

十
八
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
海
洋
汚
染

防
止
設
備
等
及
び
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
等

に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
第
一
条
第
四

項
に
規
定
す
る
重
質
油
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。
次
項
及
び

第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
も
の
の
損
傷
範
囲

の
想
定
並
び
に
貨
物
艙
及
び
分
離
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
の

技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
規
程
第
百
九
条
並
び

に
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
及
び
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措

置
手
引
書
等
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通

省
令
第
十
八
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
海

洋
汚
染
防
止
設
備
等
及
び
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手

引
書
等
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
第
十

七
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十

七
年
に
お
け
る
船
舶
所
有
者
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
日

に
応
当
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

一
　
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。

二
　
改
造
に
関
す
る
契
約
が
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日

後
に
結
ば
れ
た
こ
と
（
改
造
に
関
す
る
契
約
が
な
い

タ
ン
カ
ー
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日

後
に
改
造
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
）
又
は
昭
和
五
十
七

年
六
月
一
日
後
に
改
造
が
完
了
し
た
こ
と
。

５
　
現
存
旧
タ
ン
カ
ー
以
外
の
現
存
タ
ン
カ
ー
（
船
舶
所

有
者
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
年

を
経
過
す
る
現
存
タ
ン
カ
ー
に
あ
っ
て
は
、
当
該
船
舶

の
構
造
等
を
考
慮
し
て
地
方
運
輸
局
長
が
差
し
支
え
な

い
と
認
め
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
重
質
油
タ
ン

カ
ー
以
外
の
も
の
の
損
傷
範
囲
の
想
定
並
び
に
貨
物
艙

及
び
分
離
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い

て
は
、
新
規
程
第
百
九
条
並
び
に
新
規
則
第
十
七
条
及

び
第
二
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
船
舶
所
有
者
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
日
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
年
に
お

け
る
船
舶
所
有
者
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
日
に
応
当
す

る
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

船
舶
所
有
者
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
日

　

昭
和
五
十
二
年
四
月
六
日
か
ら
同
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間

平
成
十
七

年

昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
四

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

平
成
十
八

年

昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
六

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

平
成
十
九

年

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間

平
成
二
十

年

昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間

平
成
二
十

一
年

昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
以
後

平
成
二
十

二
年

６
　
現
存
旧
タ
ン
カ
ー
以
外
の
現
存
タ
ン
カ
ー
で
あ
っ
て

貨
物
艙
の
区
域
が
当
該
船
舶
の
船
側
部
分
若
し
く
は
船

底
部
分
の
全
体
に
わ
た
っ
て
、
分
離
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク

若
し
く
は
貨
物
油
及
び
燃
料
油
（
国
際
航
海
に
従
事
し

な
い
タ
ン
カ
ー
に
あ
っ
て
は
、
貨
物
油
に
限
る
。
）
を

積
載
し
な
い
区
画
に
よ
っ
て
防
護
さ
れ
て
い
る
も
の
又

は
当
該
船
舶
の
構
造
等
を
考
慮
し
て
地
方
運
輸
局
長
が

差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
舶
所
有
者
に
対
し
引
き
渡
さ

れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
を
経
過
す
る
日
又
は

平
成
二
十
七
年
に
お
け
る
船
舶
所
有
者
に
対
し
引
き
渡

さ
れ
た
日
に
応
当
す
る
日
の
前
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
一
五
日
運
輸
省
令
第

三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
七
月
十
八
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規

程
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
船
舶
の
総
ト
ン
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
総
ト
ン
数
と
す
る
。

一
　
日
本
船
舶
で
あ
っ
て
、
船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
号
。
以

下
「
ト
ン
数
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
　
同
項
本
文
の
規
定
に

よ
る
総
ト
ン
数

二
　
前
号
に
掲
げ
る
日
本
船
舶
以
外
の
日
本
船
舶
（
昭

和
六
十
一
年
一
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造

に
着
手
さ
れ
た
船
舶
（
以
下
「
昭
和
六
十
年
現
存

船
」
と
い
う
。
）
以
外
の
現
存
船
で
あ
っ
て
ト
ン
数

法
第
五
条
第
一
項
の
総
ト
ン
数
が
千
六
百
ト
ン
未
満

の
も
の
（
旅
客
船
を
除
く
。
）
及
び
昭
和
六
十
年
現

存
船
に
限
る
。
）
　
ト
ン
数
法
第
五
条
第
一
項
の
総
ト

ン
数

三
　
日
本
船
舶
以
外
の
船
舶
で
あ
っ
て
、
我
が
国
が
締

結
し
た
国
際
協
定
等
に
よ
り
そ
の
受
有
す
る
ト
ン
数

の
測
度
に
関
す
る
証
書
に
記
載
さ
れ
た
ト
ン
数
が
ト

ン
数
法
第
五
条
第
一
項
の
総
ト
ン
数
と
同
一
の
効
力

を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
昭
和
六
十
年

現
存
船
以
外
の
現
存
船
で
あ
っ
て
同
項
の
総
ト
ン
数

と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
総
ト
ン
数

が
千
六
百
ト
ン
未
満
の
も
の
（
旅
客
船
を
除
く
。
）

及
び
昭
和
六
十
年
現
存
船
に
限
る
。
）
　
同
項
の
総
ト

ン
数
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
総
ト

ン
数附

　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
運
輸
省
令
第

四
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
二
七
日
運
輸
省
令
第

四
三
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
七
月
一
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
バ
ウ
・
ド
ア
を
有
す
る
現
存
船
で
あ
っ
て
第
三

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
新
区
画
規
程
」
と
い
う
。
）
第
二
十

八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
隔
壁
の
全
部
又
は

一
部
が
荷
積
ラ
ン
プ
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
隔
壁
甲
板
の
上

方
二
・
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
当
該
隔
壁
の
部
分
は
、

同
条
第
一
項
の
船
首
隔
壁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

箇
所
の
範
囲
よ
り
前
方
で
あ
っ
て
管
海
官
庁
が
当
該
船

舶
の
構
造
等
を
考
慮
し
て
適
当
と
認
め
る
範
囲
に
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
バ
ウ
・
ド
ア
を
有
す
る
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
新
区

画
規
程
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
は
、
当
初
検
査
時

期
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
現
存
船
で
あ
っ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
最
大
搭
載

人
員
が
四
百
人
以
上
の
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅

客
船
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
区
画
規
程
第
四
十

条
の
二
の
規
定
は
、
当
該
船
舶
に
つ
い
て
次
の
各
号
に

掲
げ
る
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
以
後
最
初
に
行
わ
れ
る

定
期
検
査
又
は
中
間
検
査
の
時
期
ま
で
は
、
適
用
し
な

い
。

一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
残
存
特
性
の
評
価
算
式

に
よ
り
算
出
し
た
値
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
日

残
存
特
性
の
評
価
算
式
に

よ
り
算
出
し
た
値

日

〇
・
八
五
未
満

平
成
十
年
十
月
一

日

〇
・
八
五
以
上
〇
・
九
〇

未
満

平
成
十
二
年
十
月

一
日

〇
・
九
〇
以
上
〇
・
九
五

未
満

平
成
十
四
年
十
月

一
日

〇
・
九
五
以
上
〇
・
九
七

五
未
満

平
成
十
六
年
十
月

一
日

〇
・
九
七
五
以
上
一
・
〇

〇
未
満

平
成
二
十
二
年
十

月
一
日

二
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
最
大
搭
載
人
員
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日

最
大
搭
載
人
員

日

千
五
百
人
以
上

平
成
十
四
年
十
月
一

日

千
人
以
上
千
五
百
人
未

満

平
成
十
八
年
十
月
一

日

六
百
人
以
上
千
人
未
満

平
成
二
十
年
十
月
一

日

四
百
人
以
上
六
百
人
未

満

平
成
二
十
二
年
十
月

一
日

三
　
建
造
に
着
手
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
年
を

経
過
す
る
日

４
　
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
新
区
画
規
程
第
七
十
五
条
第

二
項
及
び
第
七
十
五
条
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

５
　
現
存
船
で
あ
っ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
ロ
ー
ル
オ

ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅
客
船
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

新
区
画
規
程
第
七
十
五
条
の
三
の
規
定
は
、
当
初
検
査

時
期
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
。

６
　
前
項
の
船
舶
に
つ
い
て
の
新
区
画
規
程
第
七
十
五
条

の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
、
「
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
並
び
に
風
雨
密
閉
鎖
装
置
（
船
舶
の
航
行
中

開
く
こ
と
が
な
い
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁

の
承
認
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
）
及

び
当
該
閉
鎖
装
置
の
閉
鎖
状
態
を
船
橋
に
お
い
て
確
認

で
き
る
開
閉
指
示
器
を
備
え
た
出
入
口
を
設
け
る
場

合
」
と
す
る
。

７
　
現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
（
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
場
合
に
お
い
て

新
区
画
規
程
の
規
定
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
行
う
改
造

を
除
く
。
）
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又

は
改
造
後
は
、
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海

官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
七
月
一
日
運
輸
省
令
第

四
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ

れ
た
船
舶
（
以
下
「
現
存
船
」
と
い
う
。
）
の
損
傷
時

の
復
原
性
、
外
板
の
隔
壁
甲
板
下
の
開
口
、
船
首
隔

壁
、
内
部
に
お
け
る
開
口
及
び
暴
露
部
に
お
け
る
開
口

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
四
十
条
、
第
二
編
第
八

章
、
第
百
二
条
の
三
、
第
百
二
条
の
七
及
び
第
百
二
条

の
十
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

２
　
現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
六
月
二
二
日
運
輸
省
令

第
三
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
七
月
一
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
（
以
下
「
新
区
画
規
程
」
と

い
う
。
）
第
五
編
の
規
定
は
、
次
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

船
舶
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

船
舶
の
区
分

日

施
行
日
に
お
い
て
船
齢

（
船
舶
安
全
法
施
行
規
則

第
一
条
第
十
五
項
の
船

齢
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
が
二
十
年
以
上
の
船

舶

施
行
日
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定

期
検
査
又
は
中
間
検
査
が
開
始

さ
れ
る
日
の
前
日

施
行
日
に
お
い
て
船
齢

が
十
五
年
以
上
、
か
つ
、

二
十
年
未
満
の
船
舶

施
行
日
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定

期
検
査
が
開
始
さ
れ
る
日
又
は

平
成
十
四
年
七
月
一
日
の
い
ず

れ
か
早
い
日
の
前
日

施
行
日
に
お
い
て
船
齢

が
十
五
年
未
満
の
船
舶

船
齢
が
十
五
年
と
な
る
日
後
最

初
に
行
わ
れ
る
定
期
検
査
が
開

始
さ
れ
る
日
又
は
船
齢
が
十
七

年
と
な
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い

日
の
前
日

２
　
前
項
の
船
舶
に
つ
い
て
の
新
区
画
規
程
第
五
編
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
区
画
規
程
第
百
十
三
条
中

「
一
、
〇
〇
〇
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
七
八
〇
」
と
、

新
区
画
規
程
第
百
十
四
条
第
一
項
中
「
い
ず
れ
の
一
の

貨
物
倉
」
と
あ
る
の
は
「
最
前
部
の
貨
物
倉
」
と
す

る
。

３
　
現
存
船
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
た
新
区
画

規
程
第
百
十
四
条
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
船
舶
並
び

に
第
八
項
及
び
第
九
項
に
規
定
す
る
船
舶
を
除
く
。
）

の
船
長
は
、
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
後
、
密
度

（
容
積
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
質
量
（
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
一
、
二
五
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一
、
七
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎

立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
ば
ら
積
み
固
体
貨
物
（
新
区
画

規
程
第
百
十
三
条
の
ば
ら
積
み
固
体
貨
物
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
運
送
す
る
場
合
は
、
当
該
ば
ら
積
み
固

体
貨
物
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
又
は
船

舶
安
全
法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
登
録
検
査
機
関
（
以

下
単
に
「
登
録
検
査
機
関
」
と
い
う
。
）
が
密
度
の
測

定
を
行
っ
た
ば
ら
積
み
固
体
貨
物
以
外
の
ば
ら
積
み
固

体
貨
物
（
密
度
が
一
、
二
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ

ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
除
く
。
）
を
運
送
し
て
は
な
ら

な
い
。

４
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
邦
外
の
地
で
船
積

み
す
る
場
合
に
は
、
密
度
の
測
定
は
告
示
で
定
め
る
国

又
は
機
関
の
行
う
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

５
　
第
三
項
の
測
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ば
ら
積

み
固
体
貨
物
密
度
測
定
申
請
書
（
別
記
様
式
一
）
を
同

項
の
測
定
を
行
う
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
地
方
運
輸
局
長
又
は
登
録
検
査
機
関
は
、
密
度
の
測

定
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
ば
ら
積
み
固
体
貨
物
密
度
測

定
表
（
別
記
様
式
二
）
を
申
請
者
に
交
付
す
る
。

７
　
地
方
運
輸
局
長
の
行
う
第
三
項
の
測
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
（
国
を
除
く
。
）
は
、
三
万
三
千
九
百
円

（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
し
て
測
定
の
申
請
を
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
三
万
三
千
八
百
円
）
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
手
数
料
は
、
申

請
書
に
収
入
印
紙
を
貼
っ
て
納
め
る
も
の
と
す
る
。

８
　
現
存
船
で
あ
っ
て
満
載
喫
水
線
規
則
（
昭
和
四
十
三

年
運
輸
省
令
第
三
十
三
号
）
第
四
十
九
条
各
号
の
要
件

に
適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
新
区
画
規
程
第
百
十
四
条
の
規
定
に
適
合

し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
同
条
を
適
用
す
る
。

９
　
現
存
船
で
あ
っ
て
管
海
官
庁
が
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
た
新
区
画
規
程
第
五
編
の
規
定
に
適
合
す

る
こ
と
が
構
造
上
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
後
は
、
同
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
よ
る
。

一
　
す
べ
て
の
貨
物
倉
又
は
貨
物
を
荷
役
す
る
た
め
の

ト
ン
ネ
ル
に
、
船
橋
に
お
い
て
可
視
可
聴
の
警
報
を

発
す
る
高
位
液
面
警
報
装
置
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

二
　
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
第
十
二
条
の
二
に
規
定
す

る
安
全
管
理
手
引
書
に
想
定
さ
れ
る
最
前
部
の
貨
物

倉
に
浸
水
し
た
と
き
の
船
舶
の
状
態
に
関
す
る
情
報

を
詳
細
に
記
載
す
る
こ
と
。

別
記
様
式
一

（
附
則
第
三
条
関
係
）
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別記様式一（附則第三条関係）ばら積み固体貨物密度測定申請書殿年月日申請者の氏名又は名称及び住所印船舶設備規程等の一部を改正する省令（平成11年運輸省令第32号）附則第3条第5項の規定により申請します。ばら積み固体貨物の名称製造地又は集積場所 製造者の氏名又は 名称及び住所採取年月日氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。  

別
記
様
式
二

（
附
則
第
三
条
関
係
）

別記様式二（附則第三条関係）（平16国交令6・一部改正）ばら積み固体貨物密度測定表第号ばら積み固体貨物の名称製造地又は集積場所 申請者の氏名又は 名称及び住所製造者の氏名又は 名称及び住所採取年月日測定年月日ばら積み固体貨物の密度船舶設備規程等の一部を改正する省令（平成11年運輸省令第32号）附則第3条第6項の規定により交付します。年月日地方運輸局長 海運監理部長 地方運輸局海運支局長海運監理部海運支局長（氏名）印沖縄総合事務局長 海運事務所長 （又は登録検査機関）  

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
二
月
三
日
運
輸
省
令
第

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
二
日
運
輸
省
令

第
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
申
請
に
係
る
手
数
料
に

関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
九
日
運
輸
省

令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
国
土
交
通

省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
七
月
一
日
国
土
交
通
省

令
第
八
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い

う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た

船
舶
（
第
四
項
に
お
い
て
「
現
存
船
」
と
い
う
。
）
で

あ
つ
て
旅
客
船
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
（
次
項
に
お
い
て

「
新
区
画
規
程
」
と
い
う
。
）
第
四
十
条
の
四
の
規
定
は

適
用
し
な
い
。

３
　
平
成
十
五
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造

に
着
手
さ
れ
た
船
舶
で
あ
つ
て
旅
客
船
で
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
新
区
画
規
程
第
十
条
の
五
た
だ
し
書
及
び

第
四
十
条
の
二
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

４
　
現
存
船
で
あ
つ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
八
月
三
〇
日
国
土
交
通

省
令
第
九
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防

止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の

日
（
平
成
十
五
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
三
条
の
規
定
（
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
及
び
油

濁
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
検
査
規
則
第
十
二
号
様
式
の

改
正
規
定
に
限
る
。
）
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、
平
成

十
四
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
二
月
二
六
日
国
土
交
通

省
令
第
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
六
日
国
土
交
通

省
令
第
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ

れ
た
船
舶
（
以
下
「
現
存
船
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程

（
次
項
に
お
い
て
「
新
区
画
規
程
」
と
い
う
。
）
第
百
十

五
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定
期

検
査
又
は
中
間
検
査
が
開
始
さ
れ
る
日
の
前
日
ま
で
の

間
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
新
区
画
規
程
第
百
十
六
条
の

規
定
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定
期
検
査
若

し
く
は
中
間
検
査
（
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
第
二
十
五

条
第
三
項
に
規
定
す
る
準
備
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

が
開
始
さ
れ
る
日
の
前
日
又
は
平
成
十
九
年
六
月
三
十

日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
国
土
交
通

省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
八
日
国
土
交

通
省
令
第
九
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防

止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下

「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
五
日
国
土
交
通

省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
五
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
八
日
国
土
交
通

省
令
第
一
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
申
請
に
係
る
手
数
料
に

関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
国
土
交
通

省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
現
存
船
で
あ
っ
て
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

船
舶
区
画
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
区
画
規
程
」
と

い
う
。
）
第
一
条
の
五
に
規
定
す
る
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア

で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
船
舶
区
画
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
新
区
画
規
程
」

と
い
う
。
）
第
一
条
の
五
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

条
に
規
定
す
る
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
で
な
い
も
の
と
み
な

し
て
、
同
令
、
新
設
備
規
程
及
び
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
後
の
特
殊
貨
物
船
舶
運
送
規
則
の
規
定
を
適
用
す

る
。

２
　
現
存
船
で
あ
っ
て
旧
区
画
規
程
第
一
条
の
五
に
規
定

す
る
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新

区
画
規
程
第
百
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後

は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指

示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
五
日
国
土
交
通

省
令
第
一
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
貨
物
ポ
ン
プ
室
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ

れ
た
タ
ン
カ
ー
で
あ
っ
て
載
貨
重
量
ト
ン
数
五
千
ト
ン

以
上
の
も
の
の
貨
物
ポ
ン
プ
室
に
つ
い
て
は
、
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
第
百
十
条
の

二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
タ
ン
カ
ー
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後

主
要
な
変
更
又
は
改
造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
変
更
又
は
改
造
後
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
七
日
国
土
交

通
省
令
第
一
二
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
及
び
附
則
第
四
条
の

規
定
は
、
同
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
九
日
国
土
交

通
省
令
第
八
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ

れ
た
船
舶
（
以
下
「
現
存
船
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
、
船

舶
復
原
性
規
則
、
船
舶
設
備
規
程
（
第
百
四
十
六
条
の

二
十
第
二
項
及
び
第
九
号
表
備
考
第
十
一
号
の
規
定
を

除
く
。
）
、
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
、
小
型
船
舶
安
全
規

則
（
第
八
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
表
備
考
第
八
号
の

規
定
を
除
く
。
）
及
び
船
舶
防
火
構
造
規
則
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
現
存
船
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は

改
造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造

後
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指

示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
六
月
一
八
日
国
土
交
通

省
令
第
三
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ

れ
た
船
舶
（
以
下
「
現
存
船
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
設
備
規
程
、
船

舶
区
画
規
程
、
船
舶
消
防
設
備
規
則
及
び
船
舶
防
火
構

造
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
現
存
船
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は

改
造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造

後
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指

示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
二
七
日
国
土
交

通
省
令
第
一
〇
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ

れ
た
船
舶
（
以
下
「
現
存
船
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
二
月
二
六
日
国
土
交

通
省
令
第
八
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ

れ
た
船
舶
（
以
下
「
現
存
船
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
設
備
規
程

第
百
十
五
条
の
二
十
三
の
三
第
三
項
及
び
第
百
四
十
六

条
の
二
十
三
第
二
項
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
船
舶
区
画
規
程
第
四
十
二
条
の
二
、
第
六
十
六
条
、

第
百
二
条
の
七
の
二
、
第
百
二
条
の
十
六
第
二
項
及
び

第
百
九
条
第
四
項
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

危
険
物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
第
二
百
四
十
六
条
第

五
項
及
び
第
三
百
十
三
条
第
五
項
、
第
九
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備
等
に
関
す

る
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
第
六
条
第
三
項
、

第
八
条
第
三
項
及
び
第
十
七
条
第
五
号
並
び
に
第
十
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
機
関
規
則
第
六
十
九

条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後

は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指

示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
六
日
国
土
交
通

省
令
第
四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
施
行
日
前
に
建
造
契
約
が
結
ば
れ
た
船
舶
（
建

造
契
約
が
な
い
船
舶
に
あ
っ
て
は
、
令
和
二
年
七
月
一

日
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
も
の
）
で
あ
っ
て
令
和
六

年
一
月
一
日
前
に
船
舶
所
有
者
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

船
舶
区
画
規
程
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
船
舶
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更

又
は
改
造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は

改
造
後
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁

の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３
　
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建

造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
区
画
規
程
第
三
十
九
条
の
二
に

規
定
す
る
旅
客
船
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日

以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定
期
検
査
の
時
期
以
後
は
、
船

舶
区
画
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十

五
年
国
土
交
通
省
令
第
百
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
六
日
国
土
交
通

省
令
第
四
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る

行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に

行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和

元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
八
日
国
土
交
通

省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
第
四
十
九
条
、
第
百
二
条
第

二
項
及
び
第
百
二
条
の
十
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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